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ひだ萩原町は、清流飛騨川 (益田川)に沿って開けた町で、四季を色どる美しい山々に囲ま

れた、南飛騨の中心的な地域である。

この町の歴史は古く先史時代より展開されていたことが、町内各所の遺跡によって知られる。

近年における、情報化、国際化、技術革新の余波は例外なくこの町にも波及している親状に

あって、先人が遺した文化遺産である埋蔵文化財もその中で保護と調和の接点に対処しなけれ

ばならない。

今回、岐阜県が行う県営中山間地域農村活性化総合整備事業 (羽根地区ほ場整備工事)のた

めやむなく的場遺跡の現状変更をせざるを得なくなった。萩原町教育委員会も、県文化課、そ

の他関係方面と協議を重ね、事前調査を実施することに決定した。

調査に当って大江 命氏を調査主任として、発掘調査団を設けて、平成 3年 10月 より平成 5

年 9月 にかけて発掘を実施したのである。

調査によって縄文時代の住居l■をはじめ、多くの遺構と出土遺物約 5万′点を得たのである。

今回報告書には、諸般の制約もあり、その資料を網羅することは出来ないが、遺跡の性格を

知り得るものが述べられている。刊行に当って、大江 命・竹原 淑美 。二村 有紀の諸氏を

はじめ、調査を通じ本報告書発行に至るまでの多くの関係諸氏に対して深くお礼を申し上げま

す。

最後に、この成果が研究者・町民各位の文化財の理解と研究の興隆に役立つことを念じ上げ

ます。

平成 5年 3月

萩原町教育委員会

序



例 白

1.本報告書は岐阜県が行なう県営中山間地域農村活性化総合整備事業に伴う、羽根地区ほ場

整備工事にかかわる、岐阜県益田邪萩原町羽根的場地内に所在する的場遺跡の発掘調査報告

書である。

2.発掘調査は、萩原町教育委員会が主体となり、平成 3年10月 より平成 5年 10月 まで実施し

た。

3.発掘調査の実施にあたって下記のような調査団を編成した。別表のとおりである。

4.本報告書の遺物整理基礎作業は、竹原淑美を中心として桂川富美恵、二村洋子、桂川美津

恵、三村みよ、二村有紀によって行った。上器復元、遺物写真は大江命が行なった。

5。 本報告書の執筆は、第 2章 1「発掘調査に至るまでの経過」を教育委員会、その他は主と

して大江0が行なった。

実測図中、石器については二村有紀、土器については大江命が主として行った。

6.本書に掲載した図版の縮尺については、住居址1/80、 炉1/40、 土器実測図・拓本1/3、 小形

石器1/2、 大形石器については1/3、 石製品1/3に それぞれ統一した、各図にスケールが添付し

てある。写真については縮尺不同である。

7.本調査に当たって、二重大学教授、八賀普先生に況場指導を賜った。その他に飛騨考古学

会の諸氏に種々お教を賜った。また、その他多くの諸氏にご協力を賜ったことを記して感謝

申し上げる◎

8,本報告書では紙面の都合で細部に亘ってすることが出来なかった分については後日報告す

る。
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第 1節 遺跡の位置と地形

第 1章 遺跡の位置と歴え的環境

第 1節 遺跡の位置 と地形

今回の発掘調査した的場遺跡は、岐阜県益田郡萩原町羽根上段1451番地の 1他、通称「的場」

に所在し、岐阜県益田総合庁合の北西約 l kmの地点に位置する。

萩原町は、岐阜県の北部に当たる飛騨高地の中では南飛騨に位置する。萩原町の中心を三分

する様に飛騨川が北から南に流れ、東部には御前山を主峰とした連峰が走り、西部には川上岳

を主峰とした山々が連なり、二つの稜線に狭まれた細長い町である。

遺跡の所在する地点は御嶽 (3,063m)の 西部に水源を持つ飛騨川上流の (益田川)右岸の羽

根段丘にある。この羽根段丘は、高位と低位よりなり、低位段丘は現在の河床から5m、 高位

段丘は15mほ どの高さにあり、遺跡は高位段丘の東南の地域に所在する。

高位段丘の微地形についてみると、川上岳を主峰とする連峰の中に森ヶ洞谷があり、この南

東の段丘上 (高位段丘)に所在している。この段丘は山麓部に向かって僅かに低 くなっている。

この低地の部分は、現在、水田としての土地利用がなされており、段丘の東部は微高し、そ

の部分は一部を除いて畑地として利用されている。この微高する部分が遺跡と推定される。こ

の段丘の東面は段丘崖をなしていて、こ

の部分で高位 とイ氏位 との比高差は約10m

である。

遺跡の西部に当たる山麓部には涌水が

各所に見られる。同じ山麓部に宮谷神明

宮神社があり、神社境内の参道の両側に

樹齢千年 と推定される夫婦杉がたち並ぶ

ほか古木の杉が多く見られる。また本遺

跡の存在する高位段丘の西南部の地点に

は古刹の薬師堂がある。遺跡からは対岸

の市街をはじめ、北部、南部を一望する

ことが出来る。

挿図 1 位置図
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挿図 2 遺跡の位置

第 2節 遺跡周辺の考古学的環境

萩原町を中心にした周辺の考古学的環境について見ると、町内ですでに発掘調査が実施され

た遺跡としては、桜洞神田遺跡、横倉遺跡、沖田遺跡、宮田遺跡などが挙げられる。これらの遺

跡は全て縄文時代の遺物が主体である。また今回調査した対岸上の筒井平遺跡では、銅鐸が 2

個出土している。これ以外に多くの遺跡が周知されている。それらの遺跡は次のとおりである。

違 名跡 准三 辱」 地左所 時 代

のじゃら遺跡

中切遺跡

平洞遺跡

馬頭遺跡

小瀬横平遺跡

杉谷平遺跡

四美辻平遺跡

散 布 地

散 布 地

散 布 地

散 布 地

散 布 地

散 布 地

散 布 地

益田淋萩原町 山の口字上之田

益田郡萩原町 山の口字中切

益田那萩原町 山の口字平畑

益田郡萩原町 尾崎字漆生馬頭

益田郡萩原町 尾崎字小瀬

益田郡萩原町 尾崎字杉谷平

益田郡萩原町 尾崎字四美辻平

弥生

縄文

縄文

縄文

弥生

縄文

縄文 。弥生
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名跡遺 種 別 地在所 時 代

四美辻平遺跡

湯屋遺跡

西高遺跡

くるみ沢遺跡

笹平遺跡

王門遺跡

宮田遺跡

井戸城跡

王御堂寺跡

フギリ遺跡

今井城跡

御座田遺跡

弾正塚

栃ノ木平遺跡

洞田遺跡

長洞遺跡

森畑遺跡

林垣内遺跡

竹の上遺跡

入幡平遺跡

白王神社経塚

上呂遺跡

筒井平遺跡

正福寺跡

桜洞城跡

桜谷城跡

向洞遺跡

為坪城跡

下垣内田代遺跡

墓古

跡城

散 布 地

散 布 地

散 布 地

祭 祀 遺 跡

寺 院 跡

散 布 地

寺 院 跡

散 布 地

散 布 地

散 布 地

散 布 地

散 布 地

散 布 地

散 布 地

散 布 地

散 布 地

散 布 地

銅鐸出土地

寺 院 跡

散 布 地

1散
布 地

跡

墓

城

古

塚経

跡

跡

跡

城

城

城

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田邪萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

尾崎字四美辻平

四美字湯屋

四美字西高

四美字 くるみ沢

四美字笹平

宮日

宮田

宮田

宮田

大ヶ洞

奥田洞

奥田洞字御座田

奥田洞

奥田洞字栃ノ木平

奥田洞字洞田

奥田洞長洞

野上字森畑

野上字林垣内

野上字竹の上

野上字牛首

野上

上呂

上呂字中ノ畑

羽根

桜洞

桜イ同

桜洞字向洞

桜洞

古関字下垣内

縄文

弥生

縄文

室町

室町

室町

縄文

室町

室町

縄文

鎌倉

弥生

室町

弥生

弥生

弥生

縄文

弥生

弥生

縄文

平安

縄文

弥生

室町

室町

室町

縄文

室町

縄文

弥生

弥生

弥生



第 1章 遺跡の位置と歴史的環境

遺  跡  名 左三 房U 地在所 時 代

宮垣内遺跡

橋尾山城跡

諏訪城跡

石原遺跡

竹ノ上遺跡

三木良頼墓

花池遺跡

えの垣内遺跡

禅昌寺平遺跡

禅昌寺遺跡

大木之下遺跡

久米遺跡

神屋垣内遺隊

定清遺跡

釜ヶ野遺跡

散 布 地

城   跡

城   跡

散 布 地

散 布 地

古   墓

散 布 地

散 布 地

散 布 地

住 居 地

散 布 地

散 布 地

散 布 地

散 布 地

散 布 地

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田藩萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡萩原町

益田郡荻原町

益田那萩原町

益田郡萩原町

古関字宮垣内

古関

萩原

上林

上村字竹ノ上

上村

花池

跡津字えの垣内

中呂

中呂

西上田字木下の下

西上田字久未

西上田字神屋垣内

西上田字定清

西上田字釜ヶ野

緻
釧
割
緻
緻
炉
緻
緻
緻
緻
緻
緻
緻
緻
緻



復 Ц

″
Ａ
ヽ
＼
、
、

／

へ戸
骸τ弁/
/

/
/

氏

〒 一Ｔ
亨弐
″ ＼

〓干

″

一Ｔ

摂静で�
ぎ苧
汁

―匙軍il三

挿図 3 調査地点及び周辺の地形
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第 2章 発掘調査経過

第 1節 発掘 に至 るまでの経過

的場遺跡の所在する地域で岐阜県が行う県営中山間地域農村活性化綜合整備事業 (羽根地区

圃場整備工事)が計画された。それに伴い、教育委員会では埋蔵文化財の有無の件での協議が

あり、それによって事前発掘調査に当たる前に、遺跡の範囲の確認の調査を実施した。

平成 2年 11月 6日 ・ 7日 県文化課 。町川、地元地権者代表・都築、萩原町教育委員会・教

育長、教育課長。青木・中川、地元大江命 (日本考古学協会貝)、 その他作業員を含めて 3地点

の一部を試掘調査を行った。

平成 2年 12月 25日 圃場整備計画の経過と、この計画事業実施の事前に発掘調査を行う必要

について地元の確認を得るための協議。農務課長・中島、教育長・青木、

地元地権者■名

平成 3年 6月 5日 発掘調査に係わる県農政部との協議。飛騨土地改良事業所 。加藤係長・

村山、益田県事務所 。吉村課長補佐、農務課・中島、教育課長・小林。

平成 3年 8月 12日  町農務課と教育委員会と地元地権者によって、回場整備地区の遺跡調査

に係わる協議。

平成 3年 8月 28日 遺跡調査に係わる県農政部との協議、飛騨土地改良事業所 県文化課

農務課・教育委員会。

平成 3年 9月 11日  大江0氏に調査主任を依頼、調査についての協議を大江宅で行なう。

平成 3年 10月 2日  調査開始時期の確認、調査員・補助調査員その他調査体制について確認。

平成 3年 10月 12日  発掘調査日程と調査について調査員の協議を行なう。大江主任調査員、

竹原・白川調査員、熊崎・青木補助調査員、教育長
。青木、協議する。

平成 3年10月 15日 より発掘調査を実施することに決定。

第 2節 発 掘 調 査 経 過

発掘調査は、当初は第 1地点 。第 2地点 。第 3地点としたが、発掘の都合上、第 1地点と第

2地点との間を通る里道によって第 2地点と隔てられ、かつ第 1地点とは水田によって離され

ている低地を中間地点として 4地区に分けて実施した。
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調査の方法はクリッド方式とし、調査区全面に 4× 4mを 1区 とする方限区画を設定した。

主軸は南北方向と東西方向として、東西軸を西側より「ABC… …」、南北の軸を南側より
「 1.2.3… …」と表記した。 (第 3図参照)

発掘調査は、平成 3年度から平成 5年度に亘って実施した。

第 1年度の調査

初年度の調査は、地権者 (耕作者)と の話合いにより第 1地点と第 2地点の一部から順次行

なうことで開始した。

平成 3年 10月 15日 調査を実施する。当日は仮事務所前で、起正式を行なう。教育課長挨拶を

はじめ、大江主任調査員の発掘調査についての説明、調査員および関係者の紹介を行った。

第 1地′点の東部にある竹林の竹根が畑地への進入するのを防ぐために掘られている部分を土

捨て場とした。

表土除去作業は、第 1地点と、第 2地点の桑根の除去作業を併行して開始した。第 1地点の

S軸より東部の比較的表土の浅い地点で、表上を除去した段階で住居址 (第 1号住居)ら しき

部分が見られた。第 2地点の除根作業は刻ヽ型の重機を使用した。

第 2地点よリー段と低地となっている部分を中間地点として、表土除去作業を実施した。発

掘調査以前に20m間隔で打たれた基本抗を中心として、 4× 4mのグリッド抗を打つ作業を開

始する。11月 に入り日足が短くなり作業が進まぬが前記の表上除去と除根を行なった。遺構と

推定される部分についてマーキングを始めた。第 1地′ミ遺構の一部堀下げを始めた。12月 に入

り遺構の堀下げを行なう実測等の作業を進めた。 1～ 2月 は降雪と寒気が激しく発掘が不可能

のため、室内作業を行ない、 3月 2日 現場の状況により発掘を開始した。

初年度に確認および検出された住居址は 5軒で竪穴遺構は 9基であった。その他土坑10基、

ピット等が確認・検出された。

第 2年度の調査

第 2年度の調査は、平成 4年 4月 から開始した。前年度の調査を継続して実施したのである。

第 2地′ミの西側半分は、この年度から表土除去作業を始めた。

表土除去作業と並行して、第 1地′くの未調査の部分の発掘、平面図および覆土土層、その他

の上層図の実測を行った。前年度冬期のため遺構の写真が撮れなかったものを含めて、清掃の

上写真撮影を行なった。

5月 20日 第 1地点のア区に、縄文早期の竪穴状遺構が確認された。この遺構は、広義の竪穴

住居址に含まれるものかも知れないが、形状がやや異なりここでは、竪穴状遺構として取扱う

ことにした。
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第 1号住居址の南東、南西の部分から多数のチップの検出が見られた。第 1地点の他に 7月

から中間地点の発掘を始めた。除去した上の置き場の確保に困り、中間地点の東部の一部を上

置き場 とすることにした。第 1号住居址の覆土から、復元可能な土器が数′ミ出土した。

7月 ・ 8月 は、第 1地点の前年度確認された住居址の精査を始め、その他の遺構の実測作業

と並行 して、中間地点の表土除去、第 2地点の未除去部分の表土除去作業を重点として行った。

9月 は、前述の作業に引き続き、第 2地点の力区・キ区・ク区・ケ区・コ区の遺構確認と実測

作業に移った。

10月 ～12月 は、第 2地点を中心として遺構の検出及び確認作業を実施した。12月 26日 より越

冬のため、遺構の保存作業を行なった。

平成 5年 1月 より室内作業を実施した。図面整理、置物整理、遺物水洗いなどの作業を行なっ

た。

1月 12日 より、天候 もよいので室内作業と平行し第 3地点の表土除去作業を実施した。 3月

に入り、第 2地点の調査 も再開した。

この年度の検出は住居l■ 261■、また竪穴遺構は 6基、その他土坑は30基 とピット等である。

第 3年度の調査

この年度の調査は、前年度に継続して 4月 1日 より開始した。キ区で検出された配石遺構の

撮影より着手した。第 2地点の力区、キ区の遺構の確認作業を実施した。プランの確認された

ものについて発掘を進めた。また同地点サ区のプラン確認作業も実施した。第 3地点の表土除

去作業を、第 2地点の上記の作業と並行 して実施した。 5月 も引続き第 2地点
。第 3地点の調

査を実施した。 6月 は主として第 2地点の遺構検出と実測を中心に実施したほか、第 3地点の

一部の表土除去を行った。

6月 22日入賀先生が来訪され、近世墓を始め、その他について御指導とご協力を賜った。 6

月～ 7月 にかけて雨の日が多く作業の進行状態が悪かった。 7月 31日 午後 1時から況場説明会

を実施した。

7～ 9月 にかけて第 2地点の確認されながら未検出であった遺構の検出、その他実測作業な

どを主として行なうとともに、中間地点の堀下げも行なった。また第 3地点の西方の畑地に大

正の頃まで使用されていた井戸の実浪」を行った。底部は上部からの捨石によって基底までは調

査できなかった。現場の調査は9月 末までで一応終了したが、一部中間地点などは■月初旬ま

で必要に応じて現場調査を行った。10月 以降は、遺物、図面などの整理作業を実施した。
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第 1節 基 本 的 層 序

的場遺跡が立地する段丘は、飛騨川 (益田川)の右岸に発達した高位段丘、低位段丘よりな

る羽根段丘と呼ばれる上位段丘に位置する。

下位段丘は、現在の飛騨川の河床から約 5m程高位であり、また上位段丘は約15m程高位で

ある。上位段丘と下位段丘の接続部は約10mの段丘崖が見られる。

遺跡の立地する段丘は、畑地、水田その他によって古くから現在に至るまで削平、機具によ

る抜墾などによって層序も変遷を来たしている。

本遺跡の立地する段丘は、飛騨川の堆積による円礫・砂礫層による沖積世堆積層によって形

成されている。従って地山は、円礫を含む黄色砂礫層と、堆積性ローム層が見られる。

微地形として中洲的な地点もあり、従って堆積物が砂礫層のみの処、また黄色砂質上が厚く

覆う地形の部分が見られる。これ等堆積の状態によって層序の土質の度合も異なりその土色も

微妙な変化を示し画一的でなく、従ってその上層堆積の厚さも同一ではない。

地山上部は基本的には、 3つの層位に分けることができる。上部から、第 I層 :表土、耕作
土、第H層 :腐植に富む土壊で全般的に黒味が強い、第Ⅲ層 :腐植に富む土壌で全般的に砂質

上である。

以上のように基本的には三層に大別される。以下、菱田量 (パレオ、ラポ)に よって、本遺

跡の堆積物の記載を基にして各地点の上質について記述する。

〔第 1地点覆土〕

第 I層 :表土層

第H層 :シル ト以下の粒子が主体で極細粒砂を含む腐植に富む土壌である。中期及

び前期の遺物が出上した。

第Ⅲ層 :砂質、粘土質を含む黒褐色土層である。早期の遺物。
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〔第 2地点覆土〕

第 I層 :黒褐色、腐植にやや富む土壌で、読生植物根がわずかに見られる6

第H層 :黒色 (10YR2/1～ 10YRl.7/1)を 呈する。

第Ⅲ層 :黒色 (10YR2/1～ 1.7/1)を 呈する腐植に富む土壌で、ややねばり気がある。

塊状になっている部分がみられる。径約 7 mmの礫が含まれる。

〔中間地点覆土〕

第 I層 :黒色 (10YR2/1)を 呈し、腐植に富む土壌で、ややねばり気があり塊状に

なっている部分がある。現生植物根が少量含まれる。

第Ha層 :黒色 (7.5YRl.7/1)を 呈し、腐植に富む土壌で、 I層 よりも黒味が強く

暗色である。ややねばり気がある。ボソボソして粒状から団粒状の部分も

見られる。

第Hb層 :黒色 (7.5YRl.7/1)を 呈し、腐植に富む土壌である。Ha層 よりさらに黒

みが強く、ややねばり気がある。粒径0。 2mm前後の鉱物や風化粒子が目立つ。

第HC層 :黒色 (10YRl.7/1)で腐植に富むが、褐色がかった色調を呈する土壌で、

ややねばり気がある。■b層 より鉱物や風化粒子が多く見られる。

第Ⅲ層 :黒色 (10YR2/1)を 呈し、腐植に富む土壌である。全体に砂質であり、粒

径約0.2～ 0.51111nの鉱物、岩片や風化粒子がやや多く見られる。砂粒分以外

の粘土質の部分はややはねばり気がある。

第Ⅲ層の下位層 :にない責褐色 (10YR5/3)を 呈する砂層である。比較的淘汰は良

く、中粒砂が主体であり、粗粒砂の部分も見られる。主として石英、長石

類および岩片類からなる。

〔第 3地点断面〕

第 I層 :黒色 (10YR2/2)か ら (10YR2/1)を 呈し、腐植に富む上壌で、ねばり気

はわずかである。パサパサして粒状および塊状の部分が見られる。現生植

物根が含まれる。

第Ⅱ層 :黒色 (7.5YRl.7/1～ 10YRl.7/1)を 呈する腐植に富む土壌である。ねば

り気はやや少なく、粒径約0.2～ 0.5mmの鉱物や岩片粒子がやや日立つ。凱

生植物根が少量含まれる。

第Ⅲ層 :黒褐色 (10YR2/3)か ら暗褐色 (10YR3/3)を 呈し、やや腐植に富む土壊

である。全体に砂質で粒径約0.2～ 0.5mmの鉱物、岩片粒子および風化粒子

が多く含まれる。
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1 黄黒褐色土層 (耕作土)
2A 黒褐色土層 (黄褐色砂混入)
B 黒褐色土層 (2Aよ り黒色を帯びる)
C 黒褐色土層 (2Bよ り硬質)
3 砂質黄褐色土層

4A 黒色土層
B 黒色土層 (4Aよ り硬質)
5 砂質黄黒褐色土層
6 黒色土 (ブロック状)混入

黄褐色土層

H :443.700

lA 表土層
B 表土層 (耕作土岩石混入)
2A 黒褐色土層 (やや褐色気味)
B 黒褐色土層 (2Aよ り黒色が強い)
3 責褐色土層
4 責黒褐色土層

ｇ

一

淡黒褐色土層 (表上層)
黒褐色土層 (表土よりやや黒味を増す)
黒褐色上層 (やや硬質)
黒色土層 (有機質を含む)
黄色土 (ブロック)混入黒色土層
黄褐色土層 (砂質)
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休炭。鉄を含n

16 砂質黒褐色土層 (砂粒を多量に含む)
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挿図 4 第 1地点土層
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挿図 6 中間地点土層
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第 4章 発見された遺構と出土遺物

第 1節 縄文時代の住居址 (第 1地点・第 2地点 )

今回の発掘調査によって発見された縄文時代に属する遺構は、住居址24軒、竪穴遺構15基、

その他に土坑、ピットなどである。また伴出した遺物は、土器類・石器類・自然遺物 (炭化物)

である。遺物の時期は、早期・前期 。中期である。

第 1地点調査地区 。第 2地点調査地区 。中間地点調査地区・第 3地点調査地区の順で記述す

る。縄文中期の時期に伴う住居址は、第 1地点調査地区において第 1号住居l■、第 2号住居址、

第 3号住居址、第 4号住居址の四軒である。第 2地点調査地区では、歴史時代の住居l■L四軒を

除いて十九軒の住居址が検出された。時期については二・三の住居址を除いては積極的に時期

を決定する資料を欠く住居l■もあるが、大部分は縄文時代前期の住居l■である。中間地′ミ調査

地区で早期の住居l■が一軒検出された。

第 1号住居址 (挿図 9～ 10)

本住居址は、第 1地点調査地区のU8・ V8。 V9の方区に位置している。遺構の基盤とな

る責色砂質粘上質層を堀込んだ竪穴住居上である。住居址の平面形は、ほぼ円形を呈して規模

は長軸683cm、 短草由676cmを測る。

住居址の周壁は西北部の一部を除き、ほぼ大部分が確認された。壁高は、地′くによって差は

あるが、平均して20cm前後である。

壁溝は東壁より南壁にかけて、また西壁・北壁の一部分に検出された。壁溝の幅は12cm、 深

さ 8 cm前後の浅いU字形状を呈している。

床面は、西方に向ってやや傾斜しているがほぼ平坦である。床面に柱穴は19本検出され、そ

の中のPl～ P9は 、周壁に沿ってP3以外は左右対象に配置している。これらは主柱と考えられ

る。 Pl。・P15を切ったP3ヽ P8は建て替え時のものと考えられる。また主柱を結ぶように溝が

確認され、その溝の中にP17° P18の小柱痕が見られる。

柱穴の深さは、Pュー27cm、 P2~33c/m、 P3~33釦、P4~30cm、 P5~30cm、 P6~29朗、P7~

22.5cm、 P8~26.5cm、 P9-29cm、  P iO-26cm、 P ll-13.5cm、  P12~20伽、 P13~18.5cm、  P14

-24cm、 P15~8 cm、 P16~10Cm、 P17~16.5cm、 P18~2.5cm、 P19-9 cmである。

炉址は、住居llLの 中央部よりやや西北よりに、23個の川原石を使用した、長軸110cm 短軸94
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挿図 9 第 1号住居址
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″cmの長方形を呈する石囲い炉が検出された。

この石囲い炉に使用された石は、長さ40～ 50

cm、 幅18cm前後の長方形状の川原石 6個を主

石 として、長方形状に組み、その隙間に刻ヽ石

を詰めている。また石囲の東南の部分は二重    A

に石を並べている。この外面の石は内側の石

より細目の長石を使用している (挿図10)。

また、住居上の中央部よりやや東南の部分

に石組の一部分が検出された。この部分の貼    ▲
床は確認出来ず、黄土混りの黒褐色上で、撹

乱された状態であった。またこの部分の南面

の P7・ P16の 部分の床面に長方形の石が故在

している。これは炉址に使用されたものと考

えられる。住居廃棄後に石囲いを除去してその部分が掘 り返されていた。炉 l■の可能性が充分

考えられる。

本住居の覆土は 3層に分層される。 1層は、砂質黄褐色混入土層である。 2層 は、淡黒褐色

土層であり、責褐色土を僅かに含んでいる。この層中に大量の上器群が検出された。

3層は、炉l■より東南部に亘って、木炭・栗の炭化物を含む黒褐色土層である。遺物の出土

状態は、炉 l■の西北部より炉址上層にかけて短時間に廃棄した状態で多量の上器片が出土した。

また、石器類の中で石皿は床面上より検出された。石鏃などの小石器は、主に、炉址の東南

の部分よりの出土が多く見られた。

土器類 (挿図11～ 16)

覆土中より出上した土器は、縄文早期・前期の小破片の上器が小量混在していた。これは、

覆上堆積の過程で混入したものである。

本住居l■に属する土器は、中期の上器群であり、器形の推定される比較的まとまった資料が

出上している。以下、中期の上器について記述する。

船元・里木系の上器 (挿図11～ 12)

器形は胴上部が内の方にやや くびれ、頸部より外反しながら開き、口縁部が内湾するもので、

器厚は0.6cm前後である。日縁端面はやや細 くとがらすものが夕い。日縁は平縁または刻ヽ波状を

呈するものがある。文様は地文に撚糸文を施こし、沈線による文様が口縁部より胴部上部に見

られる。この他に挿図12の 19の ように地文に撚糸文を施こし、口縁部に貼付隆帯による文様を

cni 喩

．―

〇 ∞ 1

」H:44330m

∈
2         0                    1m

挿図10 第 1号住居址炉址
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持つものがある。

挿図11の 1～ 8。 11～ 17、 挿図12の18'24は、地文に撚糸文を持ち、日縁部に平行文、蛇行

する小波状の沈線による文様、また日縁部に区画を持ち、その部分に渦巻状の文様を持ち、区

画帯を形成している。また、挿図■の 1～ 10。 12、 挿図12の 18・ 25。 26は胴部上部頸部に連弧

文、工具による小波状文などが施されている。同図23は連弧状でなく直線である。

咲畑・醍醐式系土器 (挿図12～ 14)

本群の上器は船元・里木系の上器に見られる様な地文に撚糸文を持たなく無文である。口縁

部の文様は、隆帯 。沈線を用いて渦巻文とそれをつなぐ弧状文で、区画文をなす土器である。

挿図12の28は、日縁部の文様が隆線による区画文をなす。その区画文の連結部に渦巻文 と懸

垂文が交互に見られる。挿図13の 29は、沈線により口縁部に渦巻文を中心とした、区画文様を

形成するものであり、その渦巻文より頸部にかけて懸垂文が垂下している。同図30～ 40は、多

少文様は異なるが一群の上器である。胎土に扁平な微砂を含む。

挿図14の 41は、口縁部に隆帯による渦巻を中心 とした弧状文の区画をなすものである。口縁

部のみで下部は不明であるが、器形はキャリパ状の深鉢 と推定される。

北陸系の上器 (挿図14-42～ 46)

挿図14の42は、北陸系の中期の古い様相を残すものである。挿図14の 44は、日縁部の隆帯上

胴部の地文に櫛歯状刺突文が見られる。また胴部に半隆起線状の工字状文が施されている。同

図45は浅鉢である。同図44～ 46は 串田新式上器の範疇の時期である。

曽利式上器様式 (挿図15-51・ 55・ 56・ 58・ 59・ 61～ 63)

挿図15の 55。 56は、小型土器であるが、曽利式上器様式の流れを持つ土器である。日縁部に

文様が集約され、隆線間には横に細い粘土紐による小波状文が施されている。地文はいずれも

縄文であり、56の胴部には刺突文による懸垂文が一本見られる。

挿図15の 51・ 55・ 56・ 58・ 59・ 61・ 62は 曽利 I式の上器である。同図63は、平出Ⅲ類Aタ イ

プの流れの中にある押圧凸帯のみが見られる土器である。

唐草文系土器 (挿図15-50・ 52・ 53・ 57・ 60)

挿図15の 50は 隆帯と沈線文による文様構成が見られ、樟状の器形をなすものである。同図53

は、頸部より外反する器形を呈するが、文様は沈線によるものである。同図52・ 57・ 60も 同類

である。

その他の中期の土器として、加曽利 E式土器、その他の土器様式の影響を受けたと思われる

土器が見られる。挿図14の 47は頸部に隆線で連弧状の区画を持ち、その区画内は刺突列点文が

施されている。胴部は 2条の沈線による連弧が見られる。その区画中に二条の波状懸垂文が見
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66

挿図16 第 1号住居址出土土器

♀       I ♀    _ _ 」
Cm

らイ生る。

同図49は 口縁部が肥厚 して口縁帯を持ち、区画は欠損して不明である。口縁部の文様は、刺

突による列点文が施され、胴部は二条沈間に蛇行する沈線の見られる懸垂文が施されている。

同図48は加曽利 E式土器である。挿図15の 64は 中期の古い時代の上器である。

挿図16の 65・ 66は、口頸部に細紐によって蛇行する隆帯を貼付 したものである。

同図65は博状、挿図15の60は外反する器形をなす。地文は縄文が施文されている。中期の曽

利式系の土器である。

同図67は、口縁部が欠損しているが中期の土器である。

石器類 (挿図17～ 20)

第 1号住居 J■覆土中より出上した石器の器種は次の様である。各種について述べる。挿図17

の 1～ 77は打製石鏃である。同図 1～ 8'77は基部が直線的で三角形状をなす平基無茎鏃で、

同図 9～ 67は基部に扶入のある凹基無茎鏃に細分される。同図68～ 74は 、尖円基鏃である。従っ

て、同図68～ 74・ 76は基部が丸味を持つもの、また僅かに凸出しているものである。これらの

石鏃の石質は下呂石が主体でチャー ト・黒曜石がわずかに見られる。基部が尖るもので、従来、

柳葉鏃とされたものに類似するものは、同図95。 96に 形態の上では見られるが、錐部の磨耗の

状態より石錐の中に含めた。

挿図17の 78～ 96は石錐である。これらはつまみの錐部の形態から 3種に分類出来る。同図

78～ 81に見られる錐部が細長く精巧に出来ているもの。同図83～ 86に見られるつまみ部が逆凹
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状をなすもの。同図82も 同類に近いものである。そして、柔J片の一部を錐状に造出したもので

ある。同図88～ 94・ 95・ 96は 、細身の棒状のものを使用したものであるが、先述した様に打製

石のり「葉鏃との区別が困難なものがある。

挿図17の 97は、つまみ部を欠損している横形の石匙と思われる。同図106、 107は ピエス・エ

スキーユである。

挿図18の 108。 109は定角式の磨製石斧である。同図108は刃部の一部を欠損しているが両刀と

推察される。また同図109は 頭部と刃部を欠損している。石質はいずれも蛇紋岩である。

挿図18の 110～ 112は打製石斧で、112は 刃部を欠損しているが、いずれも短冊形である。

挿図18の■3～ 115は石錘である。■3・ 114は、扁平な楕円状の川原石の両端を敲打した礫石

錘で、■5は切目石錘である。

敲石・磨石・凹石は、使用用途によって両面を兼ねているものなどがある。形態によって分

けると、挿図18の 116～ 118、 挿図18の 125～ 128は棒状をなす敲石で、長軸の端面に僅かに敲打

痕が見られる。

挿図18の■9。 122・ 123、 挿図19の 130・ 131・ 134・ 135は 扁平な楕円状の石を磨石 として使用

している。

挿図18の 120。 121・ 挿図19の 132・ 133は 凹石であり、断面を長方形状に加工した楕円状の石

を用い、その面に凹部が見られる。120は 両面凹面が見られる。

石皿は、挿図19の 124、 挿図20の 129の二個出上している。124は 平盤状石皿であり、住居床面

上より検出した。129は 、凹部は浅いが流れ口を持つものに入る。いずれも、安山岩である。

自然遺物

本住居 l■の覆土中央部南部の下層中より木炭細片と栗の炭化物が検出された。

第 2号住居址 (挿図21)

本住居 J■は、第 1号住居l■の北部に当る。U10・ ■、V10。 11方区に位置している。遺構の

基盤は黄色粘土質層を堀込んだ竪穴仁居址がある。

住居址の平面形は、隅丸方形状を呈している。長軸は4.2m、 短軸は3.7mで、壁高は、約40～ 50

cmであり、やや開きながら立上っている。床面はほぼ水平に近 く、柱穴は 6本検出されたが、

主柱は 4本がほぼ床面上に等間隔に配置されている。その他の 2本は補助柱と考えられる。

炉址は床面中央部よりやや西よりに、10個の川原石を使用した石組炉である。また東壁の中

央ぞいの床面に埋瓶が一TEl検出された。

覆土の層位は、三層確認された。その状態より自然堆積 と考えられる。遺物の出土は、第 3
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層より床面にかけて出土した。本住居l■の時期を推定する資料として埋甕と、覆上の中の上器

を総括して見ると曽利式の時期に推定される。

土器類 (挿図22～ 24)

挿図22の 1は埋瓶で、口縁部の一部は欠損しているが、口縁部に圧痕を持つ隆帯が見られ、

その下部は縄文が施されている。曽利式様式の上器である。同図 2～ 4、 7～ 11は唐草文系の

土器である。

挿図22の 5、 6は 曽利式様式の上器である。挿図23の 13～ 16は北陸系の上山田式上器である。

挿図23の 17～ 25は、咲畑式上器である。挿図23の 27～ 29は唐草文系の土器、挿図23の 30～ 37

は同時期の中期の土器である。挿図23の 38・ 39は メンコである。

混入上器として、早期の貝殻沈線文土器 (挿図24の 40・ 41)、 撚糸文土器 (挿図24の 43)、 条

痕文土器 (挿図24の 44～ 46)、 東海条痕文系土器の石山式、天神山式の中に含まれるものとして

(挿図24の 47～ 54、 66・ 67)が見られる。同図49は尖底部である。同図55は 1点のみの出上で

あるが早期の貝殻沈線文系の上器と考えられる。

前期の上器も少量であるが混入している。挿図24の 56～ 59・ 61・ 63は、北白川下層Ⅱ・Ⅲ式

上器である。同図62・ 68は 同時期の縄文の上器である。同図69は前期未葉の上器と考えられる。

中期の上器で先述した上器より古い時期のものは挿図24の 64・ 65の五領ヶ台式に類似するも

のである。同図70～ 75は船元・里木の 5・ 6様式の土器である。同図76～ 83は勝坂様式である。

同図84・ 86は 中期中葉の上器である。

石器類 (挿図25)

石鏃は、挿図25の 1～ 19が全て打製石鏃である。無茎鏃で、同図 1～ 18は 凹基無茎鏃に分類

される。同図19は 円基族である。同図20は掻器である。

打製石斧は、同図21～ 23であり、短冊形をなす。同図24は礫石錘であり、同図25は 凹石であ

る。同図26～ 28は磨石である。
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第 3号住居址 (挿図26)

第 3号住居 l■は、第 1地点調査区の第 1・ 第 2住居址の西方の地点に当るS9。 S10の方区

に位置している。本住居llLは、耕作土直下に検出されたもので、発掘の所見によると竪穴の部

分が住居廃棄以降の長い時間に亘って削平され、保存状態も悪 くプランの全貌を明瞭にするこ

とが出来なかった。然し住居址の平面形は、部分的に残存する壁の部分 と、僅かに黒色を帯び

ている床面の残存部、更に柱穴または小ピットなどから不定形楕円形状をなす竪穴住居址 と推

定される。
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壁は北部 と頭部に遺存し、なだらかに立ち上が り、壁高は北壁の部分で13cm前後、東壁の部

分で 7 cm前後である。残存する床面はやや西に傾斜を示す。北壁の手前に幅20cm× 深さ 3 cmの

溝が見られる。残存する床面の中央部よりやや西側に焼土が検出された。この部分が、地焼炉

と推定される。

この地焼炉と推定される部分の東北部分に竪穴遺構が検出された。これは早期に属する遺構

である。別項において詳述する (6号竪穴遺構 )。

柱穴とピットは20個確認されているが、主柱 と思われるものと、上部より撹乱されたピット

が見られる。

覆上は 2層に分層される。第 1層は上部耕作土よりの撹乱が深 く、第 2層は黒褐色の層が僅

かに見られた。遺構の時期は、中期前業 と推定される。

上器類 (挿図27)

覆上中より出土した土器は少量であり、時期の古いものが混入している。早期の撚糸文土器
・

押型文土器 (挿図27の 1～ 12)や、前期の北白川下層Ⅱ式土器 (挿図27の 13～ 31)が混入して

いる。いずれも、摩耗度の高いものが多い。

本住居llLに伴なう土器 として、挿図27の33の船元式上器がある。同図35の文様は横帯構成を

主とし、口縁部の横帯文を隆線により維に区切っている。器形は深鉢であり九兵衛尾根式期に

類例が見られる。

挿図27の 43～ 47は北陸系の新崎
。新保系の土器である。同図32'34・ 36・ 37・ 39。 40は 中期

の前葉の時期である。これらの中期前葉の上器の他に同図38・ 41・ 42な どの後葉の土器が混入

している。

石器類 (挿図28)

石錐 (挿図28の 1～ 16)は全て打製石鏃で、 1～ 6は平基無基鏃、 7～ 16は 凹基無茎鏃の 2

種類である。石錐 (挿図28の 17'18)は不定形な黒J片 を両端から調整加工を施し、錐部を作 り

出している。錐部以外の部分はつまみ状に僅かに調整を加えている。挿図28の 19は、ピ
エス・

エスキーユであり、全面加工しているが、上下の両端に打痕が見られる。

挿図28の 20は、削器であり、同図19に形態の上で共通性があり、同質の石材を使用して
いる

が、刃部の加工を異にするものである。

挿図28の21は、掻器であり、削片の一部に刃部を作 り出したものである。

挿図28の 22・ 23は石匙である。22は縦長の削片の上部に両端から調整加工により、つまみを

作 り出している。刃部は削片の片面を利用している維形の石匙である。23は横形のつまみをも

つものである。この石匙は型態より早期未と考えられる。
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挿図27 第 3号住居址出土土器
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挿図28 第 3号住居址出土石器

第 4号住居址 (挿図29)

本住居 l■は、第 1地点調査地区の東南地′ミV3・ V4の方区に位置している。この住居址の

検出された東部は、段丘崖に近い端部であり、その部分は樹木混 りの竹林であるため、耕作地

帯に竹根の繁茂を防 ぐために溝などが掘られたり、家畜用の小屋などにより、近年まで種々の

撹舌しが推定される地点であった。表土除去の段階ではプランの確認は出来なかった。 トレンチ

堀によって遺構の可能性が推定されたので、それを拡張して検出した。

住居 l■は、一部境苦しされているが、平面形は残存壁面よりほぼ隅丸方形の竪穴住居 l■ と推定

され、長軸は東西方向で約 520cm、 短軸は南北方向で約500cmを 測る。

壁高は、東壁・西壁・北壁が遺存している。遺存部分の壁高は、東壁で約 30cm、 西壁で約20

cm、 北壁で約20cmである。住居lLの時期は中期 と推定される。

床面は、破棄以降の撹乱などが見られ、良好ではない。炉 l■は、住居 l■の中央部よりやや南

側に一部は欠損しているが石組炉が検出された。平面形は円形状を呈 している。ピットは 7個

検出された。西北部分の床面に楕円状の堀込みが検出された。この堀込みによって床面が切ら

れている点より住居上 との先後関係は、住居址が先行するものである。またこの掘込みの時期

を推定する資料を欠いている。

住居址の覆土は、三層に区別される。第一層は淡黒褐色土層で、第二層は黒褐色土層である。
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crll

300mH:44

H:443.50m

D                       ゴH:443.50m

H:44350m

0   1m
榊

土層の説明
1 黒褐色土層
2 黄褐色土層
3 砂質黄土層
4 黄黒褐色土層

1 黒褐色土層
2 責黒色土層
3 黄掲色土層
4 撹乱層

挿図29 第 4号住居址
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挿図30 第 4号住居址出上土器

第 3層は黄褐色土層であり、この層中の壁よりの部分より中期の上器片が出上したのである。

上器類 (挿図30)

覆土中の上器の中で時期の異なる混入土器は、挿図30の 1～ 5である。同図 1は撚糸文土器、

同図 3は貝殻沈線文土器、同図 4・ 5は条痕に刺突文の見られるもので、いずれも早期の上器

片の混入である。

挿図30の 6～ 8は、船元。里木系の土器の胴部に見られる撚糸文が施されている。同図 9～ 12

は唐草文系の土器である。同図13～ 15は櫛歯状の工具で施文する曽利式土器の一部である。そ

の他、同図16、 17の上器も中期中葉の上器である。同図18は底部である。
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挿図31 第 4号住居址出土石器

挿図31の 1～ 5は全て打製石鏃である。同図 1は平基無茎鏃、同図 2～ 5は 凹基無茎鏃に属

する。

挿図31の 6・ 7は看錐で、 6は石鏃の柳葉鏃 と区別 しがたいが、石錐に分類されるものと考

えられる。 7は錐部を調整加工によって作 り出している。

挿図31の 8は両端を欠損しているが、播器に含まれるものである。同図 9～ 11も 掻器である。

同図12は欠損 しているが打製石斧である。

第 5号住居址 (挿図32)

本住居 l■は、第 2地′く調査区のH24方 区を中心に位置している。住居址の平面形は、不定形

な楕円状を呈する。規模は長軸が572cm、 短軸が407cmを 測る。前期の住居址である。

周壁は、緩やかに立上っている。壁高は北壁部で17cm前後、南壁で20伽前後である。

床面の西南部に遺構の保存状態は良 くないが、近世墓 と考えられる堀込みが見られる。この
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1 黒褐色土層 (円礫層上部のよりあかるい)
2 円礫混り褐色土層
3 責黒褐色土層

挿図32 第 5号住居址実測図
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部分より近世遺物が出上している。従って本住居 j」Lの遺存状態は良好 とは言いがたい。床面中

央部の北側に小石 と焼土と木炭が見られ、この部分が炉とも考えられる。ピットは床面上に 1

個 と壁面および壁面沿いに 2個検出された。床面上のものは基定部 となる礫層部を堀込んだ柱

と考えられる。他の 2個は浅いピットであるが、いずれも住居址に伴うものである。また土坑

1基が東壁部に見られるが新しい時期のものである。

覆土は 4層 に大別される。第 1層は淡黒褐色である。第 2層は、第 1層 より黒色を帯びた黒

褐色土層である。第 3層は円礫混入の黒褐色土層である。第 4層は、遺構の基盤となる責色土

を含む砂質責色土層である。

上器類 (挿図33～ 37)

本住居l■の覆土中より多量の土器が出土した。大部分は、北白川下層式上器、諸磯式土器に

比定・類似するものである。混入土器として縄文早期より前期初頭の上器が見られる。

挿図33の 1は早期の撚糸文系土器、同図 2・ 3・ 4は早期末の条痕文系の上器で、胎上に繊

維を含み色調は黒褐色を呈する。

挿図33の 5～ 15は東海条痕形土器の天神山式上器。器壁は薄手で、焼成は堅緻である。指頭

圧痕の痕跡がかすかにみられる (同図 6～ 8・ 14)。 同図 6・ 7の 口唇部は指頭で上部より押圧

し波状をなし、その口唇部が内外面に張出している。同図 8は、工具で押圧しているが口唇は

波状で内外面に前者よりは僅かであるが張出し、胴部に縄文が施文されている。同図10'11は

口唇部に刻目が施されている。同図 5は頸部で僅かに外反する器形で、口縁部は僅かに肥厚し、

その部分に撚糸文が施文される。同図 9は 日唇内面に短く細かい刻目が施されている。同図14

は条痕が表面に見られる。

挿図33の 16・ 17は 同一個体である。器壁は薄手で、焼成は堅緻で、文様は口縁部に竹管によ

る押引沈線が口縁に平行して数條引かれ、口唇上に刻目が、また口縁内面上部に 2條の條痕が

口縁に沿って施されている。

挿図33の 19～ 21は 、数條の押引沈線が日縁部に見られるもので、うち19は櫛歯状の工具によっ

て施文されたと考えられる。同図18・ 20・ 21は竹管の管側の部分を押引状に施文して、日縁に

平行な文様を構成している。同図16。 17に技法的に近いものと考えられる。然し、同図17'20・

21は連続爪形文の両側のみを強調して文様構成をなしたものと考えられる。後述する連続爪形

文に見られるものとは意識的に表現主体を異にする。同図22は 貝殻腹縁を使って施文される前

期前葉の上器である。

挿図33の 23～ 30は、「 3」 字状の刺突文土器であり、羽島下層H式に並行する。「 3」 字状刺

突文の二連結施文が見られるものに、同図23・ 24・ 26・ 27'28がある。又、挿図33の 25・ 29。
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30は三連結施文の連結部が明瞭でなく、その部分が直線的になる。同図30は くずれた二連結施

文と角ばった単一地文を混用している。同図31は角ばった単一施文具である。同図18の文様の

一部にも単一施文具による刺突文が見られる。

挿図33の 33・ 34は D字形爪形文が施される。同図34は地文に縄文が施されている。また両者

共に、赤色顔料の痕跡が見られる。挿図33の 35～挿図34の 52ま では、八形刺突文土器である。

挿図34の 37～ 62ま では、八形刺突文を意識的に浮き出させるために文様外の部分を僅かに削っ

ている。それによって微隆帯を示している。後述する粘付け凸帯とは区別される。北白川下層

H式の上器である。挿図34の 53～挿図35の 92ま では、連続八形文土器であり、日唇部に刻目を

施すもの、口縁が波状口縁 となるもの、隆帯をもつもの、刺突文をもつものなどがある。内面

に條痕が見られるものとして挿図34の54が見られる。いずれも北白川下層式並行のものである。

挿図34の 52～ 90は、口縁部に連続爪形文帯を持ち、胴部に縄文が施文される土器群であり、

北白川下層Haに 内面は無文で調整される。刺突文を有するもの (同図60。 65・ 66・ 70。 71・

79・ 80・ 84)、 ヘラ状工具を横に破線状に引くもの (同図61～ 64)がある。

口唇上に山形の小凸起を持つもの (挿図34の 74・ 87)。 うち74は 口縁部に工具による刺突が見

られ、その下部に連続八形文が施されている。87は 口縁にそって連続爪形文の施文具の両側の

みが施文されている様に見られるが、竹管の痕跡は残されている。

挿図34の 60・ 64・ 89は、口縁部が大きな波状をなす器形であり、文様は波状口縁に沿って垂

下するものである。これらは北白川下層Haに 比定 。類似するものである。

北白川下層Hb式に比定されるもの (挿図35の 91～ 115)。

口縁部に連続爪形文が数條施されるもの (挿図34の 39・ 40)。 また、挿図32の35は、波状口縁

をなす器形の口縁部に沿って 6條 と波状の頂点より垂下する 1條の連続爪形文が施文される胴

部、以下は斜縄文が施されている。

挿図34の 37～ 52は、連続爪形文の施文の部分が微隆帯状になるものが見られる。これはその

部分が刺突により微隆するのと連続爪形文間の無文部を調整することにより、文様を浮出すも

のである。突帯は貼付するものの前段階と考えられる。

挿図35の 91～ 1lⅢ l14。 115は 、連続爪形文が並行沈線また単線など沈線による規制を持つも

のである。文様構成は、資料が小破片のため断片的にしか窺えないが、直線的・弧状で木の葉

状の文様を持つものである。同図103～ 105は 、木の葉状の文様の中に縄文が見られる磨消縄文

がある。平我竹管による平行沈線文で文様を構成するもの、同図112・ 113が見られる。

口縁部を主として突帯文を貼付する土器群 (m6～ 145)は、北自川下層HCに 比定あるいは

類似するものである。突帯状に施された文様より、下記の 6類に細別される。
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その 1 突帯上に八形文を施すもの         116～ 122

その 2 突帯の上に斜めまたは垂直に刻目を持つもの 124～ 132

その 3 突帯のみのもの              133～ 135

その 4 突帯上に縄文が施されたもの        136・ 137

その 5 構状の工具によって突帯上に押圧するもの  138～ 140

その 6 突帯上に波状に刻目が接続して刻まれるもの 141～ 145

挿図36の 146～ 166は 、諸磯式上器に比定、類似するものである。うち、146～ 148は半裁竹管

を用い平行沈線で菱形 。円形刺突文、縄文が地文となる。

同図152は、平行沈線文とコンパス状の沈線文が見られ胎土には僅かに繊維を含んでいる。諸

磯古式によるものである。

諸磯 a式に比定される土器のうち、同図162は縄文地維位に円形刺突文を施すもので色調は橙

褐色を呈する。

半我竹管による連続爪形文様をなすもののうち、連続八形文はC字状になっているもの (同

図153・ 156・ 157)、 円形刺突文が見られるもの (同図159・ 160。 163)、 また押引文があるもの

(154,155,158)がある。同図158は、平行沈線による区画文を持つものである。

また、平行沈線で菱形状の区画に円形刺突文が見られるものがある諸磯 C式に比定、類似す

るもののうち、同図146～ 150は集合沈線による文様を構成するものであり、146は 口縁部の破片

であるが、羽状に集合沈線が施される、147は浮線文が貼付され、その部分に円形ポタン状の貼

付が見られる。148は 、平行沈線による肋骨文状に施文が見られその中心となる垂線上に円形刺

突文が見られる。

同図164、 1651よ浅鉢の底部である。同図166イよメンコである。

挿図37の 167～ 199は、器壁は薄手で地文が斜縄文、羽状縄文が主体となる土器である。

器形は口縁部が開くものが大部分である。 口縁部は口唇■ |こ蕨U日、三E具による圧痕による刻

目も見られる斜縄文と羽状縄文がある。いずれも内面は平滑に調整されている。

石器類 (挿図38～ 40)

挿図38の 1～ 23は全て打製石鏃である。うち1～ 4は平基無茎鏃、5～ 23は 凹基無茎鏃、25、

26は円基鏃に分類される。同図24は未製品とも考えられる。

挿図38の 27～ 29は石錐である。うち、27・ 28は錐部をやや長めにし、つまみ部と錐部の区丹U

が明確になっている。29は 断面が菱形をなし、棒状のものである。

挿図38の 30～ 38は、石匙で全てつまみをもっている。うち、31・ 36は 台形状でつまみの両側

が肩をなすものである。32～ 35は三角形状をなし、北白川下層式に伴なうものに類似している。
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挿図38 第 5号住居址出土石器

37・ 38は横形である。

挿図38の 39～ 41は掻器である。

挿図39の 42は 、定角式磨製石斧で、刃部は両刃で石質は蛇紋岩である。

挿図39の 43は、扁平な楕円形状の礫の一端を加撃して刃部をつけたものである。

挿図39の 44。 47・ 48・ 53は、磨石の一部を敲石 として使用したもので、同図45・ 54は、棒状
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挿図39 第 5号住居址出土石器
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をなし、両用に使用されたと考えられる。同図46・ 49～ 52は、磨石である。

挿図40の 55～ 78は、全て楕円形状の扁平な礫の両端を敲打した礫石錘である。同図79は扁平

な粘板岩の両端に切込みを入れた石錘である。

第 6号住居址 (挿図41)

本住居 l■は第 2地点調査地区の第 5号住居lIの南西のG23・ H23の方区に位置する。本住居

l■は発掘区域外の部分に亘っているため、約 4割程検出されたのみである。住居l■の平面形は

検出部分より推定すると、隅九方形状を呈する竪穴住居 l■ と考えられる。

住居上の遺存部の長軸は東西方向で約590cmを 測る。壁は僅かに開いて立ち上がり、壁高は約

20cm前後である。床面はほ1怠水平である。柱穴、ピットは検出されなかった。住居址の西北部

分の壁が内面に僅かに張り出している。その部分の北側に、ほうり込まれた状態で散石が見ら

れた。この石の上部及び下部より同一個体の土器 (挿図42の 27)が出土した。その出土状態よ

N

2

3

4

5

6

く
|

C'  H:444.50m

淡黒褐色上層 (耕作土)

淡黒褐色上層 (1層 よりやや軟質新しい境乱 )

黄褐色土層

黄黒掲色土層

黄褐色上層

硬質黒褐色土層

挿図41 第 6号住居址
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リー時的に掘り込まれたものと考えられる。

住居上の壁面立上の外周に添う様に幅50cm、 厚さ約 l cm程の砂質黄褐色土が見られた。

覆土は2層 であり、出土遺物も少量であり、発掘時の所見によると、あまり長期に亘って使

用されたものとは考えられない。



第 1節 縄文時代の住居址 (第 2地点 )

越饉色∞α瑾鎧位

|

(〔ここことニユユア)10

"2
挿図43 第 6号住居址出土石器

土器類 (挿図42)

第 6号住居址は覆土中の上器が少量であった。挿図42の 1は短かい刺突文が見 られる。器厚

は薄い。同図 2・ 3・ 4は縄文の見られる縄文前半の上器である。同図 5～ 8は連続爪形文が

施文される。器厚は薄 く、焼成は堅級である。北白川下層Ⅱ a式に比定される。平行沈線によ

る規制を持つものと持たないものが見られる。同図 9'10は八形文を連続的に押圧することに

より、その部分が僅か隆帯状になっている。うち10は、その下部に別の工具によって幅広い連

続八形文が見られた。北白川下層Ⅱ式の特徴が見られる。又、同図11・ 23・ 24は八形の両端部

を点列状に押圧し中隔部分を無文化する様に施文されている。同図12～ 22は 突帯文を貼付する

土器群であり、12～ 20は 突帯上に刻目が付き、21・ 22は工具によって押え目が僅かに見られる。

北白川下層HC式に類似するものである。

同図26は櫛状工具によって横に直線や波状文、また端部を渦巻状をなす斜めの文様が見られ

る。胴部以下に斜縄文が施されている。胎土には繊維は混入しない。色調は橙褐色である。有

尾式の系統をひくものである。

同図25・ 27は諸磯式 b式土器である。同図28。 29は十二菩提式である。同図30・ 31は前後後

09
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棄の羽状縄文である。

石器類 (挿図43)

石鏃 (挿図43の 1・ 2)は打製石器であり、凹基無茎鏃である。同図 3は石匙でつまみを持

つ横型である。同図 4～ 8は不定形掻器である。同図 9～ 12は礫石錘である。同図12は粘板岩

の扁平な礫の両端を打欠いたものである。
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第 7号住ビット深度表 (cm)

土層の説明

lAI淡黒褐色土層 (現在の耕作土)
lBI淡黒褐色土層 (lAよ りやや古い耕作土と考えられる)
2 1黒褐色土層
3 1黄黒褐色土層 (責色砂質土を含む)
4 1責 褐色土層
5AI責色砂質土層 (責褐色土中にブロック状に混入)
5BI黄色砂質土層 (地山の上に近い)

挿図44 第 7号住居址実測図
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第 7号住居址 (挿図44)

第 7号住居 l■は、第 2地点調査区第 6号住居址の西に当るG23'G24方区に位置する。本住

居JuLの約半分は調査区域外であり、住居址の全貌を把握することができなかった。 遺構は、

基盤 となる責褐色土層を掘 り込んだ竪穴住居 l■である。住居址の平面形は、検出された部分よ

り、楕円形を呈するものと推定される。規模は、南壁から北壁に向って長軸は約450cmを 測る。

壁は、北面では緩やかに立上 り、壁高は17cm前 後、東壁は20釦前後、西壁は23cm前後である。

床面はほぼ水平で、良好な硬化面が確認された。

炉址は、ほぼ中央の部分 と思われる位置に、石囲炉が検出された。炉の平面形は方形と推定

さ才化る。

床面上にピットは 3基 と土坑 1基が確認された。 Plo P2'P3は 深さ 8 cm前後の浅いもので

ある。 Pl・ P2は壁柱 と考えられる。土坑は床面の北東隅に検出され、その平面形は楕円状を呈

している、規模は長軸95cm× 短軸65cm× 深さ25cmである。
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本住居l■上の土層は表土より5層観察される。

覆第 5A層の責色砂質土は責上がブロック状に混

入したもので、住居l■の確認された覆土上部より、

床面の硬化面上部まで堆積していた。この黄土混

入土は住居破棄後に掘 り込まれたと考えられる。

覆土中の遺物は、小量出上したのみである。

上器類 (挿図45)

本住居l■の覆土中の土器は少量であり、また大

部分が前期の上器である。挿図45の 1～ 3は、薄

手で堅級、平行沈線による規制のあるもので、連

続八形が施されている。

同図 9～ 11は半我竹管による平行沈線文が施さ

れている。うち、■は刺突文が見られる。これら

は北白川下層Hbに比定される。

同図 4～ 8は、突帯文を貼付するもので、いず

れも小破片である。うち、 5～ 8は突帯文上に斜

めの刻み目を施すもの、 4は棒状施文具で押圧す

るものなどが見られる。これらは北白川下層HC
挿図46 第 7号住居址出土石器

式に比定される。

同図12～ 14は 、薄手の縄文または羽状縄文であり、北白川下層H式に伴なうものである。

同図15～ 19は、諸磯式に半税竹管による連続爪形文が施されている。うち、15は列孔浅鉢の

口縁部と推定出来る。また、16～ 18は八形で連続爪形文が施されている諸磯式 b式上器である。

そして、19は底部に近い部分の破片であり、ソウメン状浮線文が施されている諸磯式C式上器

に士勝こさ″化る。

同図21～ 23は縄文のみの上器で前期後葉の時期である。同図20は中期の上器片である。

同図24・ 25は、メンコで、覆土中より2個出土している。

石器類 (挿図46)

挿図46の 1は打製石鏃で、凹基無茎鏃に属し、石質は下呂石である。

同図 2は、横形の石匙、 3は打製石斧、 4・ 5は磨石である。

Ａ窓那体ハいつ⌒‐
璽≦萎92
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第 9号住居址 (挿図47)

本住居 l■は、第 2地点調査区の 123、 124、 」23、 J24方区に位置しており、第 8号住居 l■

に切られている。遺構の新旧関係は、第 8号住居llLは歴史時代であるが、本住居址は縄文時代

の遺構である。

遺構の遺存状態は、第 8号住居址によって切られ、全貌を把握することは出来ないが、遺存

部よりして住居址の平面形は、隅丸方形を呈するものと考えられる。規模は、長軸が約450cm、

短軸は400cmを 測る。

壁は、残存状態はあまり良好でなく、部分によっては僅かに 1～ 2 cmの痕跡を残す程度であ

る。炉址は、地床炉であり住居址の中央部より西側に設けられ、炉の中央部に焼上が僅かに厚

さ 2 cm前後観察された。小礫が 6個散在している。

住居l■の覆土は浅 くて分層することは出来なかった。住居l■ としては保存状態が悪 くその性

格を知 りえる資料に欠けていた。時期は縄文前期の北白川下層式である。

上器類 (挿図48)

挿図48の 1は、幅広い連続爪形文が施される土器で北白川下層Haに 比定される。同図 2～ 5

と8は、連続爪形文が施され沈線による規制がすべてに見られる。北白川下層Hb式に比定さ

れる。同図 6・ 7は、半裁竹管による連続八形文で区画を描 くもので、区画文のモチーフは木

の実状、菱形状などである。その区画内に縄文が充損され磨消縄文である。文様は諸磯式に求

められるが、胎土・器厚からすると北白川下層Ⅱb式に類似するものと考えられる。

同図 9～ 18は、半我竹管による平行沈線文によって文様構成されるもので、頸部より口縁部

は開きながら内湾する。器厚は薄手である。15は蕨1日 のある突帯文が見られるものである。北

白川下層Hb式に比定・および類似するものである。

同図19～ 35は、貼付突帯上に刻みめを持つ土器である。北白川下層HC式に比定・類似する

ものである。突帯上に施された文様によって細分される。19は突帯のみで文様が見られない。

20～ 25は刻 目を施すものであり、20は 口縁に平行 し更にその平行突帯間に縦に格子状に貼付 し

てくる。21～ 25は 口縁に平行方向に貼付する突帯を基本としそれを中心に多種な文様構成をな

している。26は突帯上に棒状工具によって圧痕をつけている。25は、突帯に刻目が付けられ更

に口唇部より垂下する突帯が付き、その上棒状工具による押圧痕が見られる。27～ 29。 32～ 35

は、突帯に縄文が見られる。30。 31は突帯上に波状の沈線が施されている。

同図36～ 39は、諸磯式上器に伴なう列孔浅鉢土器である。39は器形よりして列孔浅鉢となる

もので、諸磯 b式上器に比定される。

同図40～ 42は、結節浮線文土器である。小破片であるが前期末葉に属するものと考えられる。
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挿図49 第 9号住居址出土石器

同図44～ 55は、前期の後半の斜縄文・羽状縄文である。同図43は前期前半の斜縄文である。

石器類 (挿図49)

挿図49の 1～ 19は全て打製石鏃である。 1・ 2は無基無茎鏃で、 3・ 4も わずかに基部が弓

なりになってはいるが同類と考えられる。

同図 5～ 16は 凹基無茎鏃 。同図17・ 18は円基鏃である。

同図19。 20は、不定形な掻器である。

同図21はつまみのある石錐である。

同図22は三角形状 をなす器形であるが、先端の断面が三角形であることや、磨耗痕などから

その先端は錐部 と推定される。

同図23はつまみのある石匙である。

同図24は剰片を加工して錐部をもつものである。

同図25～ 27は礫石錘。同図28は 扁平な粘板岩を使用した石錘である。

同図29は 断面台形をなす祗石である。

第10号住居址 (挿図50)

本住居址は、第 2地点調査区の第 8号住居上の北側の J25方区を中心とした位置に検出された。
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(地層の説明 )

1 淡黒褐色土層
2 黄褐色土層
3 黄黒褐色土層
4 濃黒褐色土層
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挿図50 第10号住居址実測図

遺構の遺存状態は極めて悪く、住居l■の壁の一部分と、床面と推定される硬化面が確認され

た。第 8号住居址の北壁によって、本住居址の南壁の部分が切られている。従って仁居址の新

旧関係は本10号住居l■が先行する古い竪穴住居l■である。

住居l■のプランは、遺存部より隅丸長方形と考えられる。壁は東壁と南壁の一部が遺存して

いる。壁は開きながら立上り、残存壁高は 8～ 10cmを 測る。

炉l■は検出されなかった。床面上にピットが 8基確認された。 Plo P2・ P3・ P4・ P5・ P6°

P7・ PSは 柱穴と推察される。また残存床面外に見られたP12はヽ本住居址に関係のある柱穴と

考えられる。住居床面上に検出されたP3は、柱穴ではなく土坑と推定される長軸87cm、 短軸

期　ＮＩ卜ｈｎ十ェ■キ
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68cmの楕円形状の平面を呈し、深さは15cm前後の浅い土坑である。

土器類 (挿図51・ 52)

挿図51の 1は、 4条の刺突文を連続して施している。同図 2は、爪形文が千鳥状に施文され

ている。

同図 3は、幅の広い連続爪形文が施される。色調は灰暗褐色を呈している。この上器は、北

白川下層Ha式に比定される。

同図 4～ 8は、口縁部の文様帯に連続爪形文が施され、平行沈線により規制を受けている。

北白川下層Ⅱb式に比定される。

同図 9～ 13は、八形文による刺突部分が隆帯状に凸状を示す 9と 、10～ 13の様に刺突八形文

間の無文部を調整することによって隆帯を意識的に表現しようとするものに分かれる。これら

は北白川下層HC式に類似するものである。

同図14～ 29は、口縁部に凸帯を貼付するもので、北自川下層HC式に比定・類似するもので

ある。14～ 24は、突帯上の文様は工具によって刻目が付けられている。16。 17の様に爪形状の

工具に近いもので刻まれているもの、また、18～ 23の斜状に刻まれているもの、25・ 26は棒状

の工具によって押圧されるもの、また、27・ 28の様に刻目に縄文などの押圧を持たないものが

ある。29は、凸帯部に糸電文が施されている。

同図30～ 37'40～ 42は、半裁竹管による平行沈線文様を呈するものである。これらは、器厚、

胎土より北自川下層Hbに比定、類似するものである。

同図38・ 39,43。 44は、前者の平行沈線と区別され、その胎土・器厚 。文様構成より諸磯式

に比定される。うち、38。 39は縄文を地文とし弧状直線状を組合わせた文様である。また、43・

44は小破片ではあるが諸磯式に比定される。

同図45・ 46・ 47は、列孔浅鉢土器であり、日縁に沿って列孔が穿がれている。胎上に雲母を

含み、橙褐色の色調を呈している。諸磯式 b式に類似するものである。同図48は、無文土器で

あるが同時期のものと考えられる。

同図49～ 63は、縄文が施文されている前期の上器である。49～ 53、 56は羽状縄文である。54・

55。 57は小破片であるので羽状縄文との識別は出来ない。58～ 63は、斜縄文土器である。これ

等の縄文土器はいずれも前期後半の土器である。

挿図52の 64・ 65は、大歳山式上器に類似する土器で、緩やかな波状回縁部をなすもので、表

面に斜状縄文を巡らしその上に連続爪形文を附した微凸帯をなすものである。口唇上には内外

から深い刻目を施している。また、日唇内面部に帯状に縄文が施文されている。

同図66～ 70は無文土器である。67は薄手で表面に擦痕が見られ、内面には条痕が見られる。
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68は 表面に擦痕が見られる。この上器は前期前半の上器である。69・ 70は無文部であり、70は

列孔浅鉢の一部である。

同図71～80は底部の上器片であり、76を 除いては前期後半の土器に伴なうものである。76は

中期と考えられる。

同図81～ 85は 河ヽ破片であるが中期前葉の土器である。同図86は メンコである。

石器類 (挿図53)

挿図53の 1～ 9は全て打製石鏃である。 1・ 8・ 9は無基無茎鏃、 2～ 6は 凹基無茎鏃であ

り、 7は、円茎鏃に属するものである。
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挿図53 第10号住居址出土石器

同図10。 11は棒状の石錐で、12は不定形な剖片の一端に両端から調整加工 を施して錐部を作

り出した石錐である。

同図13は北白川下層式土器に伴なう三角形状の特徴をもつ石匙である。同図14は不定形の掻

器である。

同図15は磨石、16は欠損品であるが同類である。

第12号住居址 (挿図54)

本住居跡は、第 2地点調査区の G27、 G28方区に位置している。遺構は発掘調査区域の西端

部に当る為、住居址の約半分程の検出に留まった。遺構は基盤となる責色粘土質土層を掘 り込

んだ竪穴住居 l■である。

住居 l■の平面形は、楕円状をなすものと推定される。規模は長軸が南北方向で240cmである。

壁は緩やかに開き立上る。壁高は 6～ 10cm前後である。床面はほぼ水平である。

住居址の外面に、ほぼ等間隔で住居址に沿って直径30～ 35cm前後、深さ 5～ 7 cmの ピット4
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雁
Ⅲ
酬
即

(土層の説明 )

1 淡黒褐色土層
2 黒褐色土層
3 黄黒褐色土層 (やや硬質)
4 砂質黄黒褐色土層

挿図54 第12号住居址

基が検出された。住居址に対して配置された状態より本住居上に伴なう柱穴と考えられる。壁

面または床面に円礫・角礫が12佃検出された。

覆土は 2層 に分けることが出来る。 3層に当る責黒褐色土層でやや硬質土である4層 は砂質

責黒褐色土層で堆積の段階で基盤に含まれる砂質上が混入したと考えられる。

挿図55の 1～ 3は、多縄文系の様式の上器と考えられる。

同図 4は、半我竹管による連続爪形文でC字状のもので平行沈線を伴うものである。

同図 5・ 6は突帯文上に縄文・刻み目を持つもので、北白川下層HC式に比定される。 5は

突帯上に縄文が、 6は刻み目が施される。

同図 7・ 8・ 10。 11は いずれも破片で浮線文などは見られないが、半裁竹管状施文具によっ

て平行沈線文を集合して施すものであり、諸磯 C式に類似するものと考えられる。 8は、日縁

部で口縁に沿って平行した集合沈線文が見られる。他の集合沈線文とは工具を異にしている。

同図 9は刺突と押引文によるもので諸磯式上器である。

同図12～ 17は縄文が施文された前期後半期の土器である。
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挿図55 第12号住居址出土土器

同図18は早期の尖底土器である。同図19は 山茶碗 (中世)の底部である。 1～ 3。 18。 19は

いずれも混入したものである。

石器類 (挿図56)

挿図56の 1はつまみを持つ模形の石匙である。

同図 2は争U片の一部に加工痕が見られる掻器で

ある。

同図 3は磨石の破片である。

第13号住居址 (挿図57)

本住居址は、第 2調査区の第 8号住居l■の東側

にあり、K24・ L24方区に位置する。遺構は、基

盤となる責色粘土質層を掘り込んだ竪穴住居llLで

ある。

本住屋l」_の上層部は、住居廃棄以降の境乱等に

よって埋められた捨石が多く見られた。そのため

遺構の保存状態も良好でない。また遺構の存在は
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捨て石の除去によって確認された。

住居址の平面形は不定形な隅丸方形を呈している。北壁の一部が大溝によって切られ僅かに

遺存している。東壁・南壁は緩やかに開きながら立ち上っている。壁高は東壁の部分で20cm前

後、南壁で10cm前後であり、西壁は僅か数cmである。床面は西方に僅かに傾斜を示している。

床面上にピット2基が検出された。

遺存する北壁の部分に 7 TElの石が故左 し、その下部に僅かな焼土と木炭片が見られた。先述

した様に撹舌しの部分である。また東南部の壁の上部に数イ固の石が見られ、この菩凸分より古銭が、

Ｅ
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．甘
甘
甘
一〓
　
　
渕
Ⅵ
　
　
Ｎ

13号住ビット深度表(cm)

土層の説明

1 1黒褐色土層
2 1責黒褐色土層
3AI黄色上層 (基盤となる層の上部の堆積)
BI黄色土層 (Aよ り砂質を多く含む)
4 1礫混入黒褐色土層

挿図57 第13号住居址実測図
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1個検出した。これらはいずれも当住居址に伴 う時期のものではない。

上器類 (挿図58)

挿図58の 1は早期末の条痕文土器である。同図 2は貝殻の腹縁を刺突する土器である前期初

頭時期である。

同図 3は半我竹管を押引状に刺突し、その下部に貝殻腹縁が刺突されている前期前葉の土器

である。同図 4・ 5は連続爪形文が刺突されたものである。同図 6は平行沈線による規制を持

つ連続爪形文であり、これらは北白川Hb式に比定される。

同図 7～ 10。 16・ 17は隆帯文上に刻目棒状・縄文による文様を持つものである。 7は縄文に

よる文様。 8・ 9・ 16は刻 目。 10は 隆帯のみ。17は棒状による押圧である。

同図11・ 13～ 15。 18は諸磯式上器系の上器である。

同図19～ 24は前期後半の羽状縄文斜縄文である。

同図25～ 26は メンコである①同図12は北陸系中期前半の土器と考えられる。

石器類 (挿図59)

挿図59の 1は 打製石鏃で、凹基無茎鏃に属するものである。
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挿図59 第13号住居址出土石器



第 1節 縄文時代の住居址 (第 2地点)

同図 2～ 9は いずれも短冊形の打製石斧で、石質は安山岩である。

同図10～ 12は磨石で、同図13は平板状石皿の破片と推察される。

第14号住居址 (挿図60)

本住居址は、第 2地点調査地点の東南部に当るL21、 L22方区を中心としてK21、 K22方区

に亘って位置している。遺構は、責色土混入砂礫層を基盤としている。竪穴式住居llLである。

本住居址は、集石遺構に切合っている。また土坑によって重複している。住居l■の平面形は

明瞭に把握出来なかった。然し住居址の床面と推定される部分の周囲には礫群が存在し、住居

の部分のみ礫を除去して床面を構築している。その床面は硬化度が高い部分が残存していた。
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挿図60 第14号住居址実測図
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上記の様な′くより住居址の平面形は、楕円状をなすものと考えられる。床面は硬化面よりほ

ぼ水平である。壁面の立ち上 りと推定される部分が、西壁の一部に検出され、壁高は僅か 7～ 9

cm前後を測る。

ピットは、 5基検出された。

上器類 (挿図61・ 62)

挿図61の 1～ 7は、早期後半の土器片である。うち、 1・ 2,3は 撚糸文土器である。同図

4・ 5は条痕文土器で繊維 を含む。同図 6・ 7は無文部でいずれも早期末の上器である。

同図 8・ 9。 11～ 13は、清水 ノ上 I式に比定するものである。同図10は アナグラ属の貝殻の

腹縁を回縁に沿って横に一段、その下部に斜めに施文されている。口唇上に刻 目が付けられて

いる。上記の土器は混入したものである。

同図14～ 17は連続爪形文に刺突され、北白川下層Hbに 比定される。

挿図62 第14号住居址内出土土器
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挿図62の上器は突帯文上に縄 目が施文される文様を胴部上部に持ち、器形は口縁部が開き気

味で胴部が九味を持って僅かに膨らみ、その部分に縄目が施される深鉢形の土器である。文様

より北自川下層HCに 比定される。

挿図61の 18は結節状浮線文で浮線文は平行 と波状を呈する。

同図20は突帯文上刻 目と無文突帯文が知られ、その下部に半裁竹管による集合沈線が横に施

文され、下部の地文に斜縄文が見 られる。

同図21～ 23は、半裁竹管による集合沈線が見られる。

同図23～ 31は、前期後半に属する羽状縄文 と斜縄文である。

同図32・ 33は、従来の船元Ⅳ式上器に当る、船元・里木式上器の第 4様式に当る。同図34～36

は、里木Ⅲ式上器に当る船元・里木式上器の第 6様式に当る。

同図37は、北陸系中期の上器である。

住居址のピット5よ り出土した同図38は、口縁部が肥厚し日縁部突帯文上に棒状工具による

押圧が付けられ、日縁内面上部に縄文が施されている。同図39も 突帯文が口縁に沿って二条め

ぐらしその上を棒状工具によって押圧 している。同図40は突帯上を斜めに刻んでいる。

同図41、 42は メンコである。

石器類 (挿図63)

挿図63の 1・ 2は打製石鏃である。 1は 凹基無茎鏃、 2は 円基鏃に属する。

同図 3はつまみを持つ石錐、同図 4は礫石錘である。

同図 5は刃部は欠損しているが、定角形磨製石斧である。

会1にQ辮
◇ 3

0               5              10Cm

挿図63 第14号住居址出土石器
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第15号住居址 (挿図64)

本住居址は、第 2地点調査区の第16号住居址の南西部 L27・ M27方区に位置している。

遺構は、大溝などによって大部分が削平され、一部分の残存である。従って住居址の全貌を

把握することは出来なかったが、壁の一部が検出されている点より、責色粘土質層を掘 り込ん

だ竪穴住居 l■の一部である。

壁は、東壁の一部で、開きながら立ち上っている。壁高は12cmである。床面は、扁平である。

ピットは 2基確認された。 PIは深さ13cm、 P2は深さ9・ 5cmである。

上器類 (挿図65)

挿図65の 1は器厚は0.5cmほ どの薄手の土器であり、僅かに繊維を含み、器面に爪形文を施こ

したもので早期に属する。同図 2～ 6は、連続爪形文土器が施される北白川下層Hb式 に比定、

または類する土器である。同図 7は文様は前者によく似ているが、胎土 。器厚・文様の構成よ

り諸磯 a式に類似するものである。同図 8・ 9は突帯文を貼付する土器であり、そのうち 8は

突帯上に施文が見られない。 9は、胴部以下が縄文になっている。

15号住ピット深度表(cm)

‖:444.80m

牌
再
ミ
・・８
ヨ
Ｂ
一

，
Ｂ

一

挿図64 第15号住居址実測図
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同図10～ 15は、縄文が施されている。いずれも前後半期 と考えられる。同図16は特徴のある

雑な縄文の原体が施され、僅かに八形文が施文されている。中期の鷹島式土器に類する。

同図17は前期の浅鉢の一部である。同図18・ 19は前期の底部である。同図20は 回唇上に突帯

状の隆帯を持つものである。
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挿図66 第15号住居址出上石器

７
航

一

０

５

‐〕呻］］〕》‐



第 1節 縄文時代の住居址 (第 2地点) 83

石器類 (挿図66)

挿図66の 1は打製石鏃であり、凹基無茎鏃に属する。

同図 2はつまみを持つ三角形状の石匙である。

同図 3か ら5は系J片 を一部加工した不定形な石器である。

同図 6・ 7は石錐である。うち、 6は粘板岩で出来ており、一部欠損しているが切込みが見

られる。 7は両端部が打ち欠いている。

第16号住居址 (挿図67)

本住居 l■は、第 2地点調査区の第15号住居 l■の北東部に見られる。M28方区を中心として位

置している。遺構は、基盤となる黄色粘土質土層を掘 り込んだ、竪穴住居址である。

住居 l」_の平面形は、楕円形状を呈している。規模は、長軸は東西方向495cm、 短軸は南北方向

435cmを 測る。

壁は、東壁より南壁 と北壁の一部は緩やかに開きながら立ち上がっている。それ以外の部分

は僅かに痕跡を留める程度である。壁高は、東壁で 7 cm前後、南壁で11伽前後、北壁で 7 cm前

後である。

床面は、南方向に僅かに傾斜をなしている。床面中央よりやや東よりの位置に、僅かに凹ん

だ部分が見られ、熱が加わった小石が見られ、床面直上の覆土中に微量であるが焼上が混左 し

ていた。範囲を明瞭に出来る程ではなかった。この凹んだ部分が地焼炉の痕跡とも考えられる。

ピットは、上層部よりの新しい彫 り込みを除いて 6基検出された。そのうち 1基は、土坑と

推定される。

覆土は、 3層 に区分される。 1層は上部よりの彫 り込みの層、 2層 は黒褐色土層、 3層 は黄

黒褐色土層である。 2。 3層によって観察される様に自然堆積したものである。

土器類 (挿図68)

挿図68の 1～ 5は、口縁部を中心とする部分に突帯文を貼付する土器で、北白川下層HC式

に比定される。 1。 2は突帯上に斜めに刻目を施し、 1は赤色彩色を施す。 3は突帯文上に縄

文が施文される。 4は突帯上に八形文が、 5は棒状工具によって押圧するものである。

同図 6は、北白川下層Hb式に見られる連続爪形文が施されているものである。

同図 7～ 10は、諸磯 b式上器に比定または類似する。同図11は、浮線より太い半我竹管状工

具によって結節押引文が施されている。諸機 C式土器に比定される。

同図12・ 13は、浮線文が見られる前期末の十二菩提土器に類似する土器である。

同図14～ 21は、前期後半に属する土器で、羽状縄文・斜縄文が施された部分がある。

同図22は、縄文が施文された部分に三角状の文様になると思われる沈線が見られる。同図23
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第16号住ビット深度表(cm)
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(土層の説明)

11黒色土層 (上部より掘込)
21黒褐色土層
31黄黒褐色土層

挿図67 第16号住居址実測図

は器面に縄文が施され、口唇部が押圧によって小波状をなしている。同図24は底部であり、工

具の押圧による刻目文が見られる。これらはいずれも前期末葉の上器 と考えら紀る。

同図25は メンコである。同図26は土器片を二等辺三角状に加工している。これは土器片使用

による模造鏃 と考えられる。

同図27～37は 16号住居址のピットより出土した。27は P6出土 。28。 29・ 30は P3出土。31～ 37

は P7出土。中でも36はやや古いと考えられるが全て前期の上器である。
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挿図68 第16号住居址出土土器

石器類 (挿図69)

挿図69の 1・ 2は打製石鏃で、凹基無茎鏃に属する①

同図 3は僅かにつまみ部分の痕跡が見られる石匙である。

同図 4はつまみを持つ石錐、 5は棒状の石錐である。

同図 6は打製石斧、 7・ 8は磨石である。
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挿図69 第16号住居址出土石器

第18号住居址 (挿図70)

本住居址は、第 2地点調査区の B30方区を中心として検出された。遺構は、基盤 となる責色

粘質土層を掘 り込んだ竪穴住居址である。

住居址の平面形は、南壁の部分は撹乱によって明瞭でないが、遺存部より不定形な楕円状を

呈するものである。

壁は、南壁の部分を除いてはほぼ検出できた。壁は開きながら立ち上がっている。壁高は、

東壁部で 8～ 26cm前後、西壁部は12cm前後である。北壁は10～ 15cm前後である。

床面は、中央部に向かって僅かに下 り気味である。東壁測って幅40cm、 深さ 2～ 4c7m、 長さ

100cmの 溝が見られる。住居址の床面中央部に責褐色の硬化面が見られ、地焼炉 と考えられる。

この硬化面の北東部は、住居廃棄後に約 6 cm前後の楕円形状の掘込みがみられる。

ピットは 8基検出された。

覆土は 4層に分層される。

△滅無郷瑯仰⇔‐

6
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第18号住ビット深度表 (Crn)

Ａ

一 H:44420m

C
― H:44420m

1層 責黒褐色土
2層 円礫混入黄褐色土
3層 黄褐色上に黄色上がプロク状に混入
4層 黄色上を 2・ 3層 より多く含む黄褐色上である。

挿 図70 第 18号住居址

土器類 (挿図71～ 72)

挿図71の 1は短い貝殻復縁による工具によって刺突文が横位に施される。

同図 2は 内面に条痕が見られ、表面に細い沈線が維位に施されている。 1・ 2は、清水上 I・

II式土器に類似する。

同図 3～ 35は、縄文前期後半の西日本系の上器である。同図27～ 30は幅の広い連続爪形文が

ヽ
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中］
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施されるもので北白川下層Ⅱ a式に比定される。同図 3～ 31は連続爪形文が口縁部に平行 して

施されるものである。爪形文はC字 とC字が逆になるものが見られる。また、同図13～ 26は平

行沈線による規制を持つものが見られる。これらは北白川下層HC式に比定または類似するも
のと考えられる。同図32～ 35は突帯上を貼付するもので、無文 (32)・ 縄文 (34)。 棒状工具に

よるもの (33・ 35)である。北自川下層HC式に比定される。

同図86～ 45は、諸磯式に比定される列孔浅鉢形土器である。36・ 37・ 40～ 45は無文土器であ

る。38・ 39は列孔部は見られないが器形よりして列孔浅鉢 となるものと考えられる。38は半我

竹管状の施文具で平行沈線で文様構成をなしている。39は沈線による区画を持ちその内部縄文

が見ら/Lる 。

挿図72の 46は 1点のみであるが櫛状工具による文様を持っている。第 6号住居 l■においても

同類のものが出上している。

同図47は半載竹管による工具を使っての沈線文が施文されている。

同図48～ 52、 54～ 56は集合沈線文を地文 とし、浮線文を貼付するもので、その上に半我竹管

状施文具で刺突文が施される。同図60～ 62は 同類土器群の底部である。

同図64～ 67は前期後業に属する縄文である。同図63・ 68～ 70は前期後葉に属する底部である。

同図71～ 77は 中期前棄の上器で、71～ 75は北陸系新埼式上器に比定される土器である。76・

77は西日本系の鷹島式土器に比定または類似する上器である。

石器類 (挿図73)

挿図73の 1～ 20は 打製石鏃である。 1～ 3は無基無茎鏃、 4～ 13は 凹基無≧鏃、14～ 20は 円

基鏃またはそれに近いものである。

同図21は棒状の石錐、22・ 23は不定形の最J片に錐部を作 り出した石錐である。

同図24。 25はつまみ部を持つ石匙である。

同図26は ピーエス・エスキーユで、27～ 32は不定形掻器である。

同図33・ 34は欠損しているが打製石斧である。

同図35～ 37は石錐である。

同図38～ 42は磨石で、39。 41に は敲石 として使用され凹が見られる。42は棒状のものである。
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挿図71 第18号住居址出土土器 (2-1)



90  第 4章 発見された遺構と出土遺物

.螂 β73

ゞ:∝
転

韓 胤4観れ5鋤灘磐

障

〃

〃
言

鴇
♂

挿図72 第18号住居址出土土器 (2-2)
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第19号住居址 (挿図74)

本住居址は、第 2地″ミ調査区の B31・ B32方区に位置している。遺構は電柱工事、農耕、土

坑などで撹乱されているのと、西部が道路で調査区域外の為、住居址の床面のみが検出された。

従って住居址のプラン等は明瞭にできなかった。

遺存する床面はほぼ水平であり、残存面に 6基のピットが検出された。ピットの深さはいず

れも浅く5～ 8cm前後である。
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挿図74 第19号住居址実測図
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土器類 (挿図75)

挿図75の 1・ 3は連続爪形文が施されるもので、器厚が薄 く焼成が堅緻であり、北白川下層

Hb式に比定されるものである。同図 2は、半栽竹管による連続八形文で区画文を持ち、区画

内に縄文が見られ、磨消縄文が認められる。諸磯式 a式に比定されるものと思われる。

同図 4～ 17は突帯を有する北白川HC式に比定あるいは類似する土器である。

同図23は胴部下端に刻目を有するものである。

同図18～ 23は前期の羽状縄文である。25は 口縁部が折返し状に作られ、その部分に縄文が施

されている里木 I式に類似する土器である。その他に地文は縄文、口縁部に半我竹管による平

行沈線をもち中期初頭と考えられるものなどが少量見られる。

石器類 (挿図76)

挿図76の 1～ 4は打製石鏃である。 1は凹茎無茎鏃、 2～ 4は円茎鏃である。

同図 5。 6は欠損品であるが掻器である。

同図 7は磨製石斧、 8・ 9は礫石錐である。

同図10は磨石 と敲石を併用したものである。

第20号住居址 (挿図77)

第20号住居址は、第 2地点調査区の第19号住居l■の北側のC33方区に位置している。遺構は、

基盤となる責色粘土質土層を掘 り込んだ竪穴住居 l■である。

本住居址は、土坑・及び近世農耕、その他の撹乱に加えて、遺構の西部が道路で調査区域外

のため全貌を把握することが出来なかった。

残存部の壁からみて隅丸方形状の住居l■ と考えられる。残存部の壁はやや開き気味に立ち上

がり、壁高は8.5cm前後である。床面はほぼ水平である。

ピットは 9基検出された。壁よりの PO・ Pl・ Pの ピットは、この床面で深いが、他は 5c/m前

後の浅いピットである。床面で埋甕が 1個検出された。

上器類 (挿図78)

挿図78の 1～ 5は、日縁部に突帯文を貼付する土器で、北白川HC式上器に比定、または類

似する土器で、 1は突帯上に刻目を持ち、 2・ 3は棒状工具によって押圧痕を持つものである。

4・ 5は突帯上に文様を持たないものである。

同図 6は、口縁部から胴部にかけて地文には糸電文が施され、口縁部は頸部以下が凹む器形で

頸部に数條の半栽竹管による押引状の刻目を持つ突帯が施される。帯状をなす複合口縁となる。

また口縁内面に折 り曲がる部分には帯状に縄文が施されている。その下部に八形が二段施され
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ている。

同図 7～ 10も 同類の上驀 と考えられる。これ等は北白川下層Ⅲ式に比定または類似する土器

である。

同図11は羽状縄文の部分である。

同図12は 口縁部、内外面に円状の貼付文を持つものであり表面下部に結節浮線文が見られる。

同図13・ 14は底部の破片である。同図15は メンコである。

第20号住ビット深度表 (an)

挿図77 第20号住居址実測図
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石器類 (挿図79)

挿図79の 1～ 4は打製石鏃で、全て無基無

茎鏃である。

同図 5はつまみ部分を持つ石錐である。

同図 6。 7はつまみ部分 を持つ石匙である。

同図 8は欠損品で全形は不明であるが、石

槍の基部 とも考えられる。

同図 9は磨石・同図10は祗石である。

第21号住居址 (挿図80)

本住居址は、第 2調査地区の C34。 C35方

区に位置している。遺構は、基盤 となる黄色

粘土質土層を掘 り込んだ竪穴住居址である。

住居上の西方の部分が撹舌としていて、全貌を 一

把握できなかった。住居址の平面形は、残存

部に不定形の楕円状をなす と考えられる。東

南の部分にやや突出する。この部分の壁外に

ビットが並んで見られるので、造出も考えら

れるが明瞭に捉えられなかった。

壁は、西壁以外は検出でき、壁高は北壁で

1lcm前後、東壁で10cm前後で、南壁で 6 cm前

後である。床面は南西部にやや傾斜を示 して

いる。

第 1節 縄文時代の住居址 (第 2地点 )

―≦堂ζ;ケー
:「
~~｀

8

|

挿図79 第20号住居址出上石器

炉址は、住居址の中央部南寄 りの位置に長軸約 106cm、 短軸90cm、 深さ 8 cmの楕円形を呈する

もので、焼石が見られた。

ピットは、床面上に 8佃確認された。壁面より60～ 90帥内側に、70～ 100c血の間隔で検出され

た。東南の隅に上部よりの掘 り込みが見られる。

覆土の層序は 3層みられる。第 1層、黒褐色土層。第 2層は黄褐色土層でその下部に床面が

検出された。

踵正三謬B
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1 黒褐色土層
2 淡黒褐色土層 (近年の掘込み)
3 黄黒褐色土層

挿図80 第21号住居址実測図

土器類 (挿図81～ 82)

挿図81の 1～ 9は、オセンベイ系の無文土器で、器形は回縁部が外反するもの (1)と 、や

や内湾する口縁をなすものとが見られる。器面の外面または内面に指圧痕が僅かに見られるも

のがある。

同図12は幅広い連続爪形が施文されている。同図13は爪形文間があまり密接していない。こ

れらは北白川下層Ha式に比定される。同図17は連続八形文があり、また半我竹管による刺突

を持つ突帯文を頸部に持っている。時期は前期初頭のものと考えられる。
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同図10・ 11'15'16は 沈線による規制を有する連続爪形文で北白川下層Ⅱ b式に比定される。

器厚は薄手である。同図14。 18は上記の上器と共通する文様構成もあるが胎土・器厚などより

諸磯 a式に類似する。

同図19～ 24・ 28は突帯文 を貼付するもので、北白川下層 HC式 に比定。類似する。突帯上に '

20・ 22・ 24・ 28は刻 日、 19。 21・ 23は縄文が施されている。同図27は 口縁内面部に帯状の折 り

曲げている部分に細い貼付突帯が付いている。北白川下層Ⅲ式に近いものと考えられる。

同図25。 26は列孔浅鉢土器である。諸磯式土器

同図29～ 40は羽状縄文・縄文の施文されている前期後半の上器である。

同図41～ 49は、集合沈線文が施されているもので諸磯 C式に比定される。42は、ボタン状の

貝占付文が力日えら/Lて いる。

同図50は、半裁竹管による連続爪形文で区画文を描出するもので押引き状の八形文が見られ

る。諸磯 a式土器である。

同図51～ 54は、結節状浮線文で地文に沈線を持たず、胴部以外の地文に縄文が見られる (51・

52・ 54)。 これらは前期末葉に属する。

挿図82の 1～ 5は底部であり、いずれも前期後半の時期である。

同図 6は土師器の破片であり混入土器である。同図 7は浅鉢の無文部分である。

同図 8～ 10は メンコの破片で、 9。 10は 中期初頭の上器 と推定され、これも混入土器である。

-10

¢期にI餓
―

iキ

tili:!|:!IⅢitllj'

C====三)8趨

挿図82 第21号住居址出土土器
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石器類 (挿図83)

挿図83の 1～ 15は打製石鏃である。 1～ 3・ 14は無基無茎鏃。 4～ 13・ 15は 凹基無茎鏃であ

る。

同図16・ 17はつまみ部分を持つ石錐である。

同図18は両端にわずかに刃こぼれが認められるが、全面がよく調整されている削器である。

同図19はつまみ部を持つ石匙である。

同図20～ 26は掻器で、20～ 24は 円形掻器、25。 26は不定形掻器である。

同図27～ 31は礫石錘、32は粘板岩を加工した石錘である。

同図33～ 35は磨石と敲石を併用したものである。

第22号住居址 (挿図84)

本住居l■は、第 2地点調査区のE34・ E35・ F34・ F35方区に位置している。遺構は、基盤

となる黄色砂質土層を掘り込んだ竪穴住居l■である。

仁居址の平面形は不定形な楕円状を呈する。長軸は東南から西北方向に約680cm、 北東から南

西方向に620cmである。耕作等によって削平がされ遺存状態が異なっている。東壁は遺存状態の

良好な所で12cm前後である。あとは 2～ 4c/m程で痕跡を留める程度である。

床面は、西北部に向かって僅かな傾斜を示すが、全般的にほぼ扁平である。ttl■は、床面中

央部南寄りに位置して、プランは長軸190cm、 短軸180cm、 深さ約 6 cmの楕円形状に掘り込み、

中央部に赤褐色の加熱痕が認められる。また中に浅い溝状の掘り込みが見られた。

ピットは、床面上に、基と、壁外に壁を巻 くように、ある間隔を置いて31基が検出されたが、

識別不可のものも存在している。

覆土の層序は 6層に分層される。

上器類 (挿図85)

挿図85の 1～ 6・ 8。 9・ 11は突帯文を貼付する土器である。北白川下層HC式に比定およ

び類似するものである。 1・ 6は突帯状に何も施されない。 2～ 5。 10。 mは突帯状に縄文が

施されている。 4・ 8・ 9は突帯状に刻目が付けられている。

同図の 7・ 12は、同一個体であり、前期末葉の上器であり、ソウメン状浮線文土器である。

十二菩提式に類似する。

同図13・ 14・ 18は諸磯 a式に比定される。14は半我竹管による連続爪形文で区画文を描出す

るものである。13は押引き状の爪形文である。18は半我竹管によるもので、地文に縄文を施す。

同図16・ 17。 22。 24。 26・ 29。 30は地文に集合沈線文が施され、これに、色々な浮線文が貼
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22号住居覆土層序

1層 A 黒褐色土層
B   〃  (Aよ りはソフト)
2層  黄黒褐色土層          4層
3層 A 責褐色土層 (密度が高い)    5層

挿 図84

B   〃  (ソ フト)
C   〃  (砂質気味で堅い)
含円礫黒褐色土層

灰褐色土層 (火熱を守る)

第 22住居址実測 図

0     1     2m

N

ピッ ト深度表 (cm)
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挿図85 第22号住居址出土土器
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付される土器で、諸磯 C式に比定される。 16・ 17は、ボタン状の貼付文が付けられている。諸

磯 C式に比定される。29・ 30は集合沈線文のみの部分の土器である。

同図15'19～ 21は列孔浅鉢形土器である。21は 口縁部が外反して立上がっている。

同図23・ 25。 27・ 28・ 31～ 34は、結節状浮線文が施され、これらの土器は前期末葉に属する

と考えられる。

同図35は結節状浮線文風の浮線が見られている。これも前期末葉に属する。

同図36～ 43は前期の後半期の縄文土器である。また同図44～ 47は同じ時期の底部である。

本22号住居址内のピットより出上した土器は挿図86の 48～ 52である。同図48は文様は明瞭で

ないが前期 と推定される。同図49・ 52は 北自川下層 Hb式 に比定される。同図50は北白川下層

Ⅲ式に比定される。同図51は結節浮線文が施された前期末葉の上器である。

メンコに分類されるものは同図53～ 61であり、53～ 57は次のピットより出上した。53(P ll)

54(P16)55(P19)56・ 57(P20)である。これらのメンコは前期後半期の上器を使用してい

中

幹

,拶デ芦

る。

石器類 (挿図87・ 88)

挿図86の 1～ 29は打製石鏃である。 1～ 6は平基無茎鏃、 7～ 28は 凹基無茎鏃、29は 基部の

両側が 1と は異な り丸 く加工されている円基鏃である。

同図30～ 34は石錐である。33・ 34は錐部より基部が太 くなっており、またつまみ部分を意識

して力日工 したものである。

鰺ど皇崇!聾洸

第22号住居址内ピット内出土土器

鶏
咀 _|」 57

鞠
58   ~59

騨 齢
〔~54(   ｀55

~ 56

( 161

挿図86
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修 軋 ′q3

挿図87 第22号住居址出土石器
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挿図88 第22号住居址出土石器
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同図35～ 37はつまみ部を持つ石匙で、35は維型、36。 37は横型である。

同図38・ 40～ 44は掻器、39は ピーエス・エスキーユである。

同図45。 46は石錘、47～ 49は磨石である。

挿図87の 50は板状石皿である。

同図51～ 57は磨石 と敲石を併用しており、52～ 54は 凹部が見られる。

第23号住居址 (挿図89)

本住屋址は、第 2地点調査区のF33・ G32・ G33の方区に位置している。遺構は、責色砂質

層を掘 り込んだ竪穴住居址である。

本住居 J■の平面形は、楕円形状をなしている。規模は、長軸が南北方向で約545伽、短軸は東

西方向で約450cmを 測る。壁は、開きながら立ち上がる状態で、西北部の一部を除いたほかは検

出された。壁高は、東壁部で 5～ 10cm前後、南壁部で 5 cm前後、西壁部で 9c14、 北壁部は 8 cm

前後を測る。

床面は、西に向かってやや傾斜をなしている。炉 l」Lは床面ほぼ中央部に底部を欠損した埋甕

炉が検出された。埋甕炉の周囲の床面に加熱痕跡が認められた。

ピットは、床面上に 8基検出された。また壁外に住居址と関係すると推定されるピットが 6

基検出している。

上器類 (挿図90～ 92)

本住居 l■には、早期末～前期前半の上器が少量混入している。挿図90の 1は、早期撚糸文土

器。同図 2～ 5は、早期末の条痕糸土器で繊維を含む土器である。

同図 6は器厚は薄 く、文様は口縁に二条の押突状沈線、その下部に斜めに半裁竹管による平

行沈線が引かれ、その中に円形の刺突文が見られる。

同図 7は 口縁部に押引き状の刺突文が見られる。その下部に数条の細線が引かれている。内

面上部に刺突文が見られる、下部条痕文が見られる。前期の清水ノ上 I式に類似するものと考

えられる。

同図 8～ 9は、北白川下層Hb式に比定されるものである。

同図■～23は、いわゆる特殊突帯文を特徴 とする、北白川下層Ш式に比定または類似する土

器である。口縁部は内側に折れ曲がるキャリパ状の器形をなすものが主体であり、日縁部に特

殊突帯が見られる。また、口縁内面に凸帯をなすもので、その部分は縄文が施文されている。

同図22は 口縁内面に突帯文があるといった点では他のものと異なる。

同図24は縄文であるが、口唇部内面に削られているその面が帯状となり縄文が施されている。
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(土層 の説明 )

1 黒褐色土層 (上部の掘込)
2 A含砂質黒褐色土層
Bは Aよ りやや黄色を帯る
Cは 黒色を常る

3 黄褐色土層
4 責黒褐色土層
5 黄褐色土層

0     1     2m

第23号住居址ピット深度表

1  11.5 1 10   7.5

2 6.0111 65
3   7.0 1 12  14.0

4   7.5 1 13   8 5

5   8.5 1 14  12.0

6 7.511512.0
7 8.5116295
8   6.0 1 17  29,0

9  10.5
H:444.30m

焼
土

♀  1   1  1   :  5,Ocm

挿図89 第23号住居址・埋甕実測図
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挿図90 23号住居址出土土器



第 1節 縄文時代の住居址 (第 2地点) Hl

同図40は斜めに縄文が施文されている。

同図25～ 27は諸磯 a式に比定されるものである。25。 26は押引き状の連続爪形文が施文され

る。27は平行沈線を伴う連続爪形文と平行沈線で菱形区画文と円形刺突文を伴うものと考えら

れる。

同図28は地文が縄文でボタン状の貼付が加えられたもので諸磯 C式に比定される。同図37・

38は 同時期の胴部より底部の集合沈線文の施された土器である。

同図29は幅の広い連続爪形文であるが北自川下層 H式に見られるものとは異なり、前期末時

期のものである。

同図30～ 36は無文地に結節浮線文が施されるものである。30は結節浮線文とリング状浮線文

とが見られる。前期末葉に属する。同図39は浮線文は結節ではないが、ソウメン貼 り状の浮線

文であり前期末葉時期のものである。

挿図91の 41～ 46は底部であり、同図41～ 43は、底部から胴部の立上 りの部分にかけて間隔を

持って凹みが見られる。

同図47～ 49は埋甕近 くより出土した。また挿図92は先述 した様に周辺が焼土化していた点よ

り、埋甕炉 と推定される。口縁部 と同下部より底部は欠損しているが、器形は休部の肩部が九

く張出し、頸部は僅に凹み口縁部は外反する。文様は頸部に維に短か く並列する半裁竹管文が

引かれる。休部は地文に斜縄文が施され、体部の上部の九味を持って張出している部分に、浮

線文を貼付けた弧状文が見られる。時期は前期後葉である。

五、鮮洋韓
=Z/42

潔に猟ガぴ瀑

雲攀ュ9 5

７

４導
舟

ノ

Ⅷ

第23号住居址出土土器挿図91

及0 |
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挿図92 第23号住居址出土埋甕炉

石器類 (挿図93)

挿図92の 1～ 24は打製石鏃である。 1～ 6は無基無茎鏃、 7～ 19は 凹基無茎鏃、20～ 24は 円

基鏃である。

同図25～ 27は石錐で、26。 27はつまみ部を持つものである。

同図28～ 31は掻器で、30は 円形掻器。28。 29。 31は不定形掻器である。

同図32は、磨製石斧である。

同図33～ 36は打製石斧で、すべて短冊形である。

同図37は横形石無である。

同図38～ 42は板状の粘板岩に加工を他した石錘で、両端に磨切日、または38の様に溝状切 目

を持つものである。

同図43は破片である。

同図44～ 46は磨石 と敲石を併用したものである。

同図47は流し口を持つ小形の石皿である。
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挿図93 第23号住居址出土石器
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挿図94 第24住居址

第24号住居址 (挿図94)

本住居址は、第 2地点調査区の 022・ Q23方区に位置する。遺構は、床面の残存部のみの検

出であり、プラン等は不明である。

この地域は、近世墓・土坑などが多く検出した地域であり、住居 l■も、それら遺構によって

境乱されたり、農耕による削平等でその性格を把握できなかった。床面の上層部の覆土中の遺

物は、縄文前期の遺物である。

上器類 (挿図95)

挿図94の 1～■は早期の上器であり、いずれも混入土器である。 1・ 2は押型文土器である。

3～ 5は撚糸文系土器で、 3は撚糸文が見られる。 4は 口縁部上部の無文部分である。 5は條

痕文上器である。 6～ 8は貝殻沈線文土器である。 9・ 10は條痕文土器であり、 9は 口縁部が

複合口縁である。■は尖底部である。

中］
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挿図95 第24号住居址出土土器

同図12～ 29は、前期土器である。同図12は 羽状縄文で内面に條痕が見られる。 13は薄手の斜

縄文が施されている。14～ 23は北白川下層HC式 に比定・類似する土器で、突帯文上を貼付す

るもので、その上に施される文様は異なる。 14。 16・ 17・ 20は刻 目文である。15。 19は無文で

ある。21～ 23は縄文が施されている。18は刻ヽ破片であるが、北白川下層HD式に比定される。

半裁竹管による規制を持つ連続爪形文が見られる土器である。器厚は薄手である。24は地文縄

文で結節竹管文の見られる浮線文土器である。25は地文は縄文で浮線文の貼付されたものであ
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り、その浮線文上に刻 目が見られる。これは北白川下層HC式 に見られるものとは異なる。24・

25は十三菩提式に並行する時期 と考えられる。26・ 27は集合沈線文土器であり前期末葉の上器

である。28・ 29は底部の破片であり、底部の端部が横に張出すのが特徴的である。

同図30。 31は メンコの破片である。

石器類 (挿図96)

挿図95の 1・ 2は打製石鏃で、凹器無茎鏃である。

同図 3はつまみ部を持つ石錘である。

同図 4～ 6は不定形の掻器である。

ゎ
〔
噌
Ⅵ
糊
鰯
Ｗ

◇
３

挿図96 第24号住居址出土石器
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挿図97 26号住居址実測図

会会は劃守
５

‐Ｏ
Ｃｍ連璽繭〃堂

第26号住居址 (挿図97)

本住居 l■は、第 2調査区のC

30・ D30方区に位置し、遺構は、

基盤 となる責色砂質層である。

住屋址は床面のみの検 出であ

る。従ってプラン、その他を推

察することは出来ない。

遺物はこの26号住居址附近よ

り前期の遺物が出土しているの

で前期の住居址 と考えられる。

第27号住居址 (挿図98)

本住居址は、第 2地点の調査

区の L26。 27、 M26・ 27方区に

一
´
″

ヽ

‐

―

26号住居址ピット深度表
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知られた。遺構は平面形は確認出来なかった。然し床面と推定される部分に埋甕または土器片

の伴うピットが、 3ケ所知られたが、挿図99の 1に見られ土器以外は、もろくまた器形を推定

出来なかった。

挿図99の 1は 口縁にU字状の隆帯による文様が見られる。

同図 2～ 5は いずれも縄目文の上器である。同図 6は爪形文が見られる。

また桂穴は10基知られた、本住居址の時期は縄文時代前期後半の時期である。

27号住居址ビット深度表

ピット Cm

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

10.5

9

7

19.5

6

18.5

10.5

11

9

22.5

5

12.5

0   1m
膳

‰
ilt:::i:;||〕

上I◎

酪
⑥

Ｋ

／
′

′

‘

‐

‐

‐

‐
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′
純

◎
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、

挿図98 第27号住居址実測図
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挿図99 第27号住居址出土土器

第28号住居址 (挿図100)

遺構は、第 2調査地点の S26方区に検出されたが、明確なプランは出来なかった。ピットの

検出された分部は住居址の床面 と推定された。また 2ケ所に溝が検出された。その 1は、Plを

基点として L字状に見られるもので、深 5 cm～ 1lcmである。その 2は、P4よ り左に巾40cm前後

で深さ 9 cm前の溝がイ申びている。東部に当る菩b分にSK177の上坑 と攪舌とによって遺構は切 られ

ている。

出土遺物 として挿図101に見られる条痕文土器が見られる。色調は茶褐色で胎土に石央粒を含

んでいる。縄文時代早期後葉の上器 と推定される。

８‐］
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Ｗ
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司
Ｎ
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Ｎ
判
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ツ
ＷミぶＳＳ§
�報寸Ｍ「
〓
中、一ヽ
・一〇ヨ

28号住 ピッ ト深度表

Pl 6 cm P5 6 cm

P, 9 cm P6 7.3cm

P3 4 cm P7 8.5cm

P4 10.5cm

挿図100 第28号住居址実測図
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幕 癖 掛

1

挿図101 第28号住居址出土土器
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第 2節 縄文時代の遺構 と遺物 (中間地点 )

第 1地点調査区 (第 1地フミ)の北面に水田を隔てて中間地点調査地区を設定した。この地区

について既に述べた様に、第 2調査地区、第 2地点よリー段と低い地点に位置している。

この地点の層序は基本的には三層に大別される事は前述の様である。この地′くの地形は西か

ら東の段丘崖に向ってやや傾斜をなしている。遺構・遺物の検出・出上については。先づ第 1

層にあたる上層部にをいては南に接する水日の地点、または西北部の第 2調査地区より流入し

たと思われる縄文時代前期・中期の遺物が見られる。

第 2層下部に当る地層からは、遺構として集石状の炉址に伴なうピットやその他ピット群な

どが検出された。集石を伴なうピットについては0住居址として以下記述する。また同地区出

土の遺物については概略を報告する。

0住居址 (挿図102・ 103)

本遺構は、中間地点調査地区 (中間地点)に当る。W23方区を中心として検出された。先づ

長径約7.5cm× 6.5cm、 深さ15～ 18cmの楕円状の凹の中に 6～ 30cm程の大小様々な石を集めてい

る。使用された石は熱を受けている。またこの集石炉を中心として囲む様にピット群が見られ

るのと、そのピットが検出された面がほぼ水平である。またこの上部の覆土に当る菩凸分より遺

物の出上がみられた。以上の様な状態と、発掘時の所見によって住居址と考えられる。

出土遺物 (挿図104)

挿図104の 1～ 4は 0住居址の推定された段階で検出された、覆土最下層に当る層より出土し

た、また同図 5～ 8は、炉の中より出土した。同図 9～ 11は炉内の下層部より出土した。同図

12～ 16は床面直上に当る層より出上した。また同図17～ 19は ピット (P34)よ り出土した。上

記の上器は縄文時代早期に当る。同図 1、 2、 6、 7、 9、 10は撚糸文土器で、色調は茶褐色、

黒褐色である。 1は 日縁内面に斜めに短かい彫目が付けられている。 2は 口唇上に工具による

亥1目 が付けられ、器面内面は磨かれている。 6は淡責褐色で石英粒を含む、 7は茶褐色でセン

イと砂粒を含む。 9、 10は 同一個体の小破片で炉内の石の下より出上した。11は あまり鮮明で

ないが楕円押形文土器で、色調は灰黒色で胎土に微砂を含み、器厚は約1.2cmである◎同図13、

14も 同様である。ピット (P34)よ り出土した17、 18はやや粗雑な楕円押形文土器である。

同図 3、 5、 8、 12、 19は無文土器、又は無文部である。 3は黒色で口唇部に楕円形状の連

績圧痕文が見られる。また16は貝殻沈線文土器である。これ等の土器は縄文時代早期後半の上

器である。

上記のほかに第 3地点より出上した資料について一括して記述する。
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撚糸文土器 (挿図105の20～ 36)

挿図105の 20～ 36は撚糸文土器を一括した。器形は同図20～ 28に見られる様に外反して開 く無

形をなす。文様は維位にまた斜位に撚糸文が施されている。器厚は 8～ 1lcmで ある。20、 22、

23、 25、 261こ見られる様に口唇部に三二具による刻 目が施されている。24は 口唇部内面に斜位に

刻 目が施される。色調は、黒褐色、茶褐色などである。胎土に長石粒を含むものは20、 23、 24、

26、 29な どである。また29はセンイも含んでいる。全般に少量の微砂が含まれている。

絡状撚糸文土器 (挿図105の37～39。 挿図106の 40～47)

同図37～ 39は絡状撚糸文土器で網状施文が施されたものである。器厚は前者より厚いものが

多い。器形の大きさに依るものと考えられるが、 0。 9～ 1.5cmと 全般的に厚手である。胎上に長

石粒を含むものは、同図40、 44で、全体的に砂粒を含む。色調は茶褐色、黒褐色などである。

また46は本群の中で扱ったが、縦位に撚糸文が施された上に横位にやや太めの縄を絡ませてい

る。

押型文土器 (挿図106の 48、 49、 50、 51)

押型文は全て回転押型文である。49、 50は楕円文が施されている。48は底部に近い部分の破

片であり、長径0.7～ 0.8cmの 楕円文が施文され、49、 50、 51は円形または楕円形状の粗雑な押

形文が施されている。器厚は0.8～ 1.0帥前後である。色調は淡責褐色、茶褐色、黒褐色などで

ある。49は長石粒を含む。

貝殻沈線文系土器 (挿図106の 52～58、 挿図106の59～ 64)

沈線文 と貝殻腹縁による文様を主体 とした文様構成をなすもので、いわゆる貝殻沈線文土器

である。 52、 53、 54、 58、 59、 61、 63、 64は横位に走る沈線間に波状沈線が横位に走るもの、

52、 53に 見られる様に沈線間を波状沈線文 と貝殻腹縁による押突文が見られる。また53は 内面

に擦痕が見られる。

55、 56、 57、 60は幾何学的文様をなすものであり、波線間を55は 貝殻腹縁、56は押突文 を施

こしている。56、 60、 63は 内面に条痕による調整痕を持つ。

入海系上器 (挿図106の66～ 75)

八形状の車績弟J突文が施文される土器である。同図66は 口縁部が波状をなす器形の深鉢 と推

定される。その口縁部に添って刺突文が施される。内面上端部にも刺突文が施されている。

胎土は微砂を含む、色調は褐色である。器厚は0.6cmである。67は、刺突文が見られる。胎土

にセンイを僅かに含み、密度の細かい胎上である。色調は黄褐色であり、器面に↓旨圧痕が見ら

れる。器厚は0.5伽前後である。71も 67と 同様である。68は土器の保存状態はあまりよくないが、

八形の連績刺突文が見られる。胎上に砂粒を含み、色調は淡責褐色で、器厚は0.7cmで ある。
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69、 70、 73、 74、 75は いずれも刺突文である。長石粒を含むものは70、 73、 75である。

条痕文系土器 a(挿図106の76-82挿 図107の 83～97)

一般にオセンベ土器と呼ばれる土器群である。器厚は薄 く、0.4～ 0.5cmである。口縁部に扁

平な貼付の隆帯が付 くもので、回縁部が僅かに波状を示すもの77、 80ま た79に見られる貼付に

よる突起が見られるものなどがある。隆帯による文様は土器の上部に見られる。その隆帯の上

に工具によって条線が引かれる。91～ 96は条痕のみが施文されている。これは胴部以下の破片

である。

上部の貼付隆帯の文様は横位に数条貼られる。その下部に波状に蛇行する隆帯が付 く。その

上を櫛状工具によって条痕が引かれる。色調は淡茶褐色、淡赤褐色、淡灰褐色、淡黒褐色など

で、胎土には微砂を含む。器面に才旨痕による凹が見られるものが多い。

条痕文土器 b(挿図107の 98、 99、 100)

器面の両面に条痕文が施されているものである。前者の条痕とは少 し異なっている。98は胎

土に砂粒 と雲母が含まれ、色調は黒色である。99は条痕が 6日 のある工具によって引かれてい

る。色調は淡責褐色で微砂を含む。器厚は0.5cmである。100は沈線 と擦痕が見られるものであ

り、貝殻沈線文土器に含まれるものである。

押突文土器 (挿図107の 101～ 103)

同図102、 103は 貝殻腹縁による押突文が見られる。口唇部にも刺突文が見られる。101は 刺突

文土器でありこれらはいずれも縄文前期前半の上器である。

前期後半の上器 (挿図107の 104～ 107)

104は 円状の貼付文が付 くものである。 105、 106は結節浮線文土器で、107浮線文土器であり

いずれも前期末葉に属する。

中期の上器群 (挿図108、 108～ 127)

中間地点の上層部より出上した中期の上器を大別すると、西 日本系 と北陸系、東海系に大別

される。 108、 109、 113は 里木 III式上器である。■0～■2、 114は従来の船元Ⅳ式上器である。

118～ 120、 122、 123、 126、 128は北陸系の上器である。125は東海系の土器である。 115、 ■ 6、

117、 121、 124、 127は東 日系 と推定される。

第 3地点出土石器類 (挿図109)

本地区出上の石器類は、石鏃、石錐、石匙、スクレーパー、石錘、磨製石斧、打製石斧、凹

石、磨石などである。

石鏃 (挿図109の 1～29)

同図の 1～ 29は打製石鏃である。 1～ 5は基部が直線で三角形をなす平基無茎鏃である。ま
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た19、 20、 21は二等辺三角形状をなし、前者とは形態的に異なるが平基無茎鏃に近い。 6、 7

は、片鏃 と呼ばれる類のものである。 8～ 18、 22～ 27・ 29は、基部に扶入のある凹基無基鏃で

ある。28は尖円基鏃である。30は基部 と考えられる部分は凸起 している石槍の破片と推定され

る。石質は下呂石を主体 とし僅かにチャー トを使用している。

石錐 (挿図109の 31)

1点のみであるが石錐 と推定される。

石匙 (挿図109の 34・ 挿図110の38)

つまみ部のある石匙であり、34は横長の三角形状をなす、38は正三角形状の形状をなすもの

である。またつまみの造 り出しは見られないが、それを意識したと考えられる形態のものが見

られる。同図35、 36、 39な どである。石質は下呂石を使用している。

スクレーパー (挿図110の 32、 33、 37、 40～45)

先述した35、 36、 39は本来ならばスクレーパーに分類されるものである。32、 40、 41～ 43、

45は横長のフレークの両面を37、 44は縦長のフレークの一面に調整力H工を施こしている。46は

ピエス・エスキーユである。

石錘 (挿図110の 47、 49)

川原石の長軸の両端を敲打したものである。49は川原石の一端のみを敲打しているのみで未

成品とも考えられる。

磨製石斧 (挿図110の 48)

定角式の小形の磨製石斧である。石質は蛇紋岩で一部に原皮面が見られる。

打製石斧 (挿図111の 50～56)

器形は短冊形であるが、 50、 51はやや撥形の器形の残存が見られる。 50、 51、 52、 54に見ら

れる様に円礫の原皮面が残るものがある。

凹石と磨石 (挿図■2の57～63)

凹石の57～ 60は磨石 と両方の機能を持つものである。磨石は62～ 63に見られる様に側面が九

味を持っている。石質は安山岩である。
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第 3節 縄文時代の遺物 (第 3地点 )

第 3節 縄 文時代 の遺物 (第 3地点 )

この地′くの発掘調査時′くの地形は、下羽根 (第 2段丘)よ り上羽根 (第 1段丘)に通ずる道

路が通っている。この道路に向かって左側の地域を第 3地点とした。

道路の開通以前は、第 2地 ″ヽより順次、僅かに微高していたと推定される。

この地点の土地利用の現状は畑地である。この地点の一部に一段と高い畑地が残っている、

これは土地利用の際に周囲を削平したため、長方形状の高台となった畑地が残っている。この

高台の周囲に石積が施されている。東面の石積の東南の隅より南に向かって裏づめ と考えられ

る石列が延びている。この部分だけが、近世に再度削平されたものと推定される。この台地状

になった畑地の表上の下部が円礫層であった。

遺物の出土した地′点は、この高台となっている畑地の東南方向にあたり、挿図の上層実測図

に見られる様に、東方の涯部に向かって傾斜 した土層堆積をなしている。

この地点の基本的な層序は、先述 した資料に見られる様に、第 1層は、黒褐色土層で腐植に

富む土壌である。第 2層は、黒色でこちらも腐植に富む土壌である。第 3層は、やや腐植に富

む土壌であり、岩片粒子と風化粒子を多く含み、その下部は円礫を含む砂礫層である。遺物は、

第 1層においては、近世陶器類・白系陶器・古銭などが出上した。第 2層に縄文中期の上器片

が検出された。主として、第 3層 より縄文早期後半の撚糸文土器、貝殻沈線文土器押形文土器

が出上したのである。石器類の中でも打製石器類は 1層 より2層にかけて、その他の石器は 2

～ 3層 にかけて出上した。

第 3地点出土遺物

この地点からの出土遺物の上器類は、縄文時代早期に属する回転押型文土器、貝殻沈線文土

器、沈線文土器、撚糸文土器、前期の貝殻文土器の他かに同時期に属するものが少量 と、中期

中葉の北陸系の上器、東日本系の上器、関西系の上器が僅かに出土した。

石器類は、打製石鏃・石匙・スクレイパー・石錐 。打製石斧・磨製石斧・石錘・凹石
。磨石 。

祗石、フレイク・チップが出土した。

歴史時代の遺物は、小量であるが須恵器片、近世陶磁器片そのほかの金属器 として古銭 も 8

点出上した。

上器類

第 1群土器

縄文時代早期の上器である。前述 した様に第 3層 より出上したものである。
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回転押型文上器 (挿図113の 1～ 9)

いずれも回転押型文土器で、第 3地′点より出土したもので、文様は楕円文である。文様の特

徴により、 a・ bに分けることが出来る。

(a)同 図 1～ 4・ 8は、楕円文の一単位の長径は1.5cm前後のものが横に薄 く施文されている。

また同図 1は、日辺部が僅かに外反する器型で口唇部に工貝による刻 目が施されている。器厚

は0。 7cm前後で、胎上には微砂 と僅かに長石粒が含まれている。焼成は良好で、色調は茶褐色を

呈している。

(b)同図 5。 6・ 7・ 9は (a)と 異なり、器厚が 1～ 1.2c7m前後のもので、文様は楕円文の一単

位の長径は0.7cm前後であり、全般に粗雑である。色調は黒褐色で、焼成は普通で、胎上に長石

粒を含んでいる。

貝殻沈線文線文系土器 (挿図■3の 10～ 12.挿図114の 13～39)

沈線文 と貝殻腹縁による文様を主体 として文様構成をなすものでいわゆる貝殻沈線文系土器

である。挿図 2は同一個体の破片であり、器形は胴部下半部が不明であるが、口辺部が僅かに

内湾 して立上がる深鉢 と推定される。挿図■4の 13・ 14,15。 19は接合は出来ないが、前者と同

一イ団体 と推定され、胴部で僅かに屈曲する部分の一部 と思われる。

挿図113の 10に見られるように文様は、回線に沿って貝殻腹縁による押突文がめぐらし、その

下部に 2条の沈線が横位に引かれ、その下部に波状沈線が横位に走る巾約 l cm程の帯状の帯部

が見られる。さらに 2条沈線、波状沈線をもつ帯状帯部と、 2条沈線が見られる。その沈線下

部に巾約3.5cmの文様帯が見られる。その文様帯は、幾何学的に沈線による三角形状の文様が相

対的に引かれ、その沈線間に貝殻腹縁が施されたものと、器面調整時における擦痕がかすかに

認められるものが交互に見られる。この文様帯の下部に横位に沈線が引かれ、無文帯 (擦痕の

見られる)と 波状沈線を有する帯状帯部が交互に見られる。

口縁部内面上部に工具による刻目が施されている。内面は全面に殻貝条痕が見られる。胎土

は白色混 りの微砂が混入されている。色調は黒褐色の部分と淡黄褐色の部分が見られる。焼成

は良好である。挿図114の 13～ 15'18。 19は 同様なものであり、先にも述べた様に同一個体と思

われる。同図17は小破片であるが、沈線間の波状の部分が点引状である。以上は、内面にいず

れも条痕による調整痕を持つものである。同図の26は、かすかに条痕が見られるが前者ほど鮮

明ではない。胎土に砂粒を含み、沈線文間に押突による点列が見られる。色調は茶褐色である。

同図の20～ 25、 27～ 39は、いずれも内面はなめらかに調整されている。条痕は見られない。同

図31は、口縁部の内外面に貝殻腹縁の押突による刻目が見られる。同図の22は、日縁部に鋭い

工具によって刻目が付けられ、内面の僅かに残っている菩る分に刻目が 1ケ所認められる点より、
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口縁内面にも表面同様な刻 目が施されたと考えられる。また沈線による幾何学的文様が見られ

る。胎上に砂粒を含み、色調は黒褐色である。同図の21は、鋭い工具により刻目が、口縁部内

外面にみられる。沈線間に波状の沈線が見られるものである。色調は淡赤褐色である。同図20

は、沈線間に貝殻腹縁による文様が見られ、器面の内面はよく調整され、胎土に微砂を含んで

いる。色調は茶渇色である。同図の23は、口縁部はやや内反し、端面は平坦である。文様は日

唇菩るに貝殻腹縁による沈線の刻 目が見られ、また、沈線間に点列が見られる。胎上に砂粒を含

み、色調は淡赤褐色である。

同図24は沈線間に貝殻腹縁の見られる。その他か小砂片であるが本類に属する土器片である。

撚糸文土器 (挿図115の 40～59)

撚糸土器を一括 した。挿図■5の 40は 口縁部で僅かに外反し、縦位に撚糸文が施文され、口唇

部に刻目が見られる。器面に内外両面よりの補修穴が穿がれている。胎土には白色の砂粒 と繊

維が含まれている。色調は黒褐色である。器厚は0.8cm前後である。同図41と 42は同一個体であ

り、縦位に撚糸文が施されている。器形は口縁部で器厚が薄 くなり僅かに外反するもので、日

唇上に刻 目が見られる。器厚は厚いえで1.2cmで、胎上には多量の自色砂粒を含んでいる。同図

43は、斜位に細かい撚糸文が施されている。口唇部に工具による刻 目が施されて、強 く押され

たためか、月ヽ波状を呈 している。補修穴が穿がれている。胎土に自色砂粒 と繊維を僅かに含ん

でいる。器厚は、0.4cm前後である。同図44は斜位に撚糸文が施されて、日唇上に工具による刻

目が付けられていて、その刻 目が強いので小波状を示している。胎上に繊維と自色の砂粒を含

んでいる。焼成は良好で色調は赤褐色を呈している。同図45は、撚糸文が維位に施され、口唇

部に凹状に削られた様な刻目が付けられ、胎土に砂粒を含んでいる。色調は黒褐色で、器厚は

0.5cm前後である。

同図47は、撚糸文が斜位に施文され、口唇上に横に刺突状に刻文が見られる。胎上には白色

混 りの砂粒を含む。色調は黒褐色で、器厚は0.8cmである。同図54は、密接した撚糸文が縦位に

施文され、一部は重複 している。口唇に刻目が見られ、内面に沈線が斜めに引かれている。胎

土に長石粒が含まれている。器厚は0.7cm前後である。同図も54同様である。同図52は、器厚 1.

2cm前後の厚手のものであり、胎上に長石粒を含み、色調は黒褐色を呈する。同図56は無造作な

撚糸文の施文が見られる。胎土には長石粒を含み色調は黒褐色であり、器厚は0.7帥前後である。

同図52、 57、 58は、胎土に白砂を含むもので、同図49は長石粒 を含む。そのほか挿図115に 見ら

れものはいずれも同類のものと考えられる。

絡状撚糸文上器 (挿図116の60～ 67・ 挿図117の68～ 77)

絡状撚糸文土器で、網状施文が見られるものである。挿図116の 60～ 67は 同一個休であり、網
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状施文が見られる。器形は口縁部は欠失しているが器形深鉢状をなし、内面に繊維痕が見られ

る。胎上に長石粒を含む。色調は赤褐色である。網状施文が見られるものを一括したものであ

る。挿図■7の 69は器面に網状の文様が施されている。口縁部は外反するものであり、口縁内面

に衝状工具によって斜めに浅 く削 り取った刻みが付けられ、内面に繊維痕が見られる。胎上に

白砂を含んでいる。器厚は 1伽、色調は黒褐色である。同図72も 器面の文様は鮮明ではないが、

網状施文が施されている、口縁内面に69に 見られた様な刻み痕がかすかに見られる。内外両面

とも繊維痕が顕著に見られる、器厚は0.8cm前後である、色調は茶褐色である。同図76も、網状

施文が見られる、日縁内面に69,72同 様な刻みが付けられている。胎上に自色砂粒 と繊維痕が

見られる。焼成は良好であり、0.7cmで、色調は黒褐色を呈している。同図70'71・ 73・ 74・ 77

は同一個体である。器面に細い縄文原体によって網目状に施文されている。74に見られる様に

口唇上に刻 目が見られる。胎土は白色砂粒を多量に含んでいる。色調は黒褐色で、器厚は0.6～ 1.

Ocmである。

沈線による網目状文土器 (挿図117の 68)

文様の構成より、前項の絡状撚糸文に共通しているが、施文方法が異なる。半裁した竹管を

使用 して網目状の文様構成をなすものである。挿図■7の 68は 同一個体である。器形は胴部下半

部は不明であるが、口縁部は僅かに外反する深鉢のものと推定される。

細い竹管状の工具によって網状をなす様に文様が引かれている。竹管の半裁 したものを使用

したため沈線が平行 している部分 も認められる。文様は胴部上部より口縁部に顕者に見られる。

口縁内部に工具による刻 目が付けられている。胎土に自色の砂粒 と繊維を含んでいる。器厚は

l cm前後である。色調は責褐色 と黒褐色の部分が見られる。

貝殻腹縁文土器 (挿図118の 78～84)

貝殻腹縁のみを併列 して文様構成をなすもの。78～84は 同一個体の破片を推定される文様の

精・雑のばらつきが見られる。文様は巾1.5cm～ 2.5cm前後の貝殻腹縁部を維位に横列 して施文

している。内面に条痕調節痕が見られる。

胎上に自色砂粒 と僅かに繊維を含んでいる。器厚は0.9cm前後で、色調は部分によって異なる

が、茶褐色と黒褐色を呈 している。

条痕文土器 (挿図118の85～ 90、 96)

内外両面に条痕の見られるものと、外面にのみ条痕の見られるものを一括した。同図85～ 90

の器厚は0.4～ 0.6cmの もので、両面に条痕が見られる。胎上に自色の砂粒を含んでいる。

同図の87は、器面は争」落の部分 もあるが表面のみに条痕が見られる。焼成は良好で、色調淡

褐色である①
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隆帯が見られる土器 (挿図119の90)

1点のみであるが、早期に属する低い隆帯の上に刻目を持つ土器で、胎土に石英粒と繊維を

含んでいる。色調は黒褐色で、焼成は普通である。

第 2群上器 (挿図118の92～ 96)

縄文時代前期に属する土器が数′ミであるが出上している。同図92は 1点のみであるが、器厚

が0.3cmと 薄手の上器であり、貝殻腹縁による押突文が見られる。口縁端部は平坦である。

器面の内面に指圧痕が見られ、胎土は雲母を含み胎土は良質の粘上を使用している。色調は

灰褐色で、焼成は良好である。同図93～ 96は いずれも前期後半の時期土器である。これ等は第

2地点などに出土する土器と流入と考えられる。

第 3群土器 (挿図119の97～ 119)

縄文中期に属する土驀である。同図97～ 100は同一個体である。97は 口縁部に蓮華文を有する。

それに半隆起線が横に三条引かれる。地文には縄文が施される。また98に見られる様に蓮華文

帯は二段あったことが推定される。

また102は、半隆起線文の区劃内に格子目文、楔形刻目文が見られる。このほか103、 104も 同

時期と考えられる土器片である。以上の上器は、北陸系の新崎H式上器に比定または類似する

ものである。

105～ 111は、多段横位区劃帯の見られる土器片と推定される、様式は猪沢式に類似する。115

は口縁内面である。

112～ 114は 、隆帯上に密接する爪形文が施されておるものであり、■4は肥厚する口縁部上に

文様が見られた。これ等は中期前葉の時期である。

116は 、比較的薄手の上器である。文様は地文に縄文が施文されて、口縁部に半裁竹管による

押引による一条の沈線がめぐらされ、その下部に同様の工具による押引の弧状沈縄文が見られ、

更に同様工具による一条の沈線が引かれている。口唇部に縄文が施文されている。この上器に

類似するものが、益田川の上流の小坂町の南垣内遺跡より出土している。こ1西 日本系の上器であ

る。

117、 118は小破片であり、文様は明環でないが、前記の116同様西日本系の上器と考えられる。

119は 、 1点のみであるが中期の上器の底部である。

注 1 大江 命「南垣内遺跡」I町道拡巾工事に伴う埋蔵文化財発掘報告書

小坂町教育委員会 1984
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石器類 (挿図120～ 123)

第 3地点出上の石器は、先述した様な器種が出土している。その出土石器の中で器形の残存

の良好なものについて述べる。

石鏃 (挿図120の 120～ 133)

石鏃は、全て打製石鏃である。120～ 124は 基部が直線的で三角形状 をなす無茎鏃。同図

225～ 233は 基部に扶入のある凹基無茎鏃に細分される。石質は225は黒耀石である以外は下呂石

である。

石匙 (挿図120の 134、 136～ 138)

4点はいずれもつまみを持つ石匙である。134、 136は横形、137、 138は維形の石匙であり、

刃部はいずれも削片の一部に付けられている。石質は下呂石である。全体の特長としてつまみ

部が大きく、複雑な調整である。

スクレーパーは、挿図121の 139～ 149の m′ミが知られる。これ等は横長、縦長不定形なフレー

クの一面～二面に調整加工を施したものである。石質は下呂石がほとんどで、僅かにチャー ト

が見られる。また149は ノツチ状に使用された面が見られる。

石錘 (挿図121の 150)

第 3地点に於ては 1点のみ出土している。川原石の長軸の両端を敲打したものである。

打製石斧 (挿図123の 151～ 158)

ここではほぼ完形に近いもののみに留めたが他にも欠損品が見られる。器形はいずれも短冊

形であり、152、 156、 158に 見られる様に円礫の原皮面が残るものが見られる。

凹石・磨石 (挿図123の 159～ 165)

159～ 162は 、凹石と磨石との形態を備えるものである。162は凹石として両面を使用している。

163、 164は磨石として円礫が使用されている。

165は断面が長方形をなす細長い棒状の石器を使用して、全面が磨石として使用されている。

この種の遺物は、同郡内の湯屋遺跡でも出土している。また南垣内遺跡のプリズム状石器 (注

1)と して指摘されているものと同類の機能を持つものと考えられる。

注 1 大江 命「飛騨の考古学」 I 福応寺文庫 昭和40年
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第 4節 縄文時代の竪穴状遺構

本調査において、土坑とも異なり、また住居址として性格を異にするものと考えられるもの

に付いて、ここでは竪穴遺構として扱った。

第 1号竪穴状遺構 (挿図124)

第 1地点の R6の 方区に検出され

た。遺構は黄色土層を掘込んでいる。

平面プランは不定形な円形をなし、僅

かにゆるやかに掘込まれた後、平面プ

ランが玉子形を示し、深さ約30cm程の

深さに掘込まれている。底面は西北部

に傾斜 している。ピットは僅かにゆる

やかに掘込み部分に 8ケ所見られる。

いずれも 4～ 9 cmの浅いものである。

出土土器 (挿図125) 第 1号竪穴状遺構実測図

本遺構における出土遺物は押型文土

驀が主体であり、粗雑な楕円形のものである。同図 1～ 10は いずれも楕円文である。 1、 6は

縦状に施文がある。また 2～ 5、 7～ 10は横位に施文されている。 1は色調は黒褐色、胎上に

砂粒 と石英の雑砂粒を含む。器厚は1.5伽である。 2は色調は黒褐色で僅かに砂粒を含む。 3は

器厚は1.lcnl。 3の色調は黄褐色で砂粒を含む。4は床直の出上であり色調は黒褐色で砂粒 を含

む。 5～ 7は前記の押型文より原体の粒子が大きくl cm前後の大粒である。色調は 5は淡茶褐

色、長石粒を含む。器厚1.2cm前 後。 61よ 淡黒褐色で砂粒を含む。 7は淡褐色、砂粒を含む。 8、

9、 10は小破片である。押形文は楕円で0.5cm、 月ヽ粒である。色調は 8、 10は黒褐色、 9は淡黒

褐色で砂粒を含む。また 8は僅かに石英粒 と雲母砂を含む。■は撚糸文土器で、色調は赤褐色

で雲母砂粒 と長石粒を含む。長石粒は0.2cm前後である。

挿図124
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挿図125 第 1号竪穴状遣構出土遺物

第 2号竪穴状遺構 (挿図126)

遺構は、第 1地点のQ4・ R4・ R5に亘って検出

された。平面形は不定形楕円状をなす。この竪穴状遺

構の覆土中には山石の角礫が散在していた。石の大 き

さは10～ 15cm前後のものである。
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挿図126 第 2号竪穴状遺構実測図



第 4節 縄文時代の竪穴状遺構  153

出土土器 (挿図127)

同図の 1～ 3、 5は楕円押形文土器である。 4は楕円状粒子の原休が明瞭に彫られず、長方

状になったものと考えられる。 1は淡黄褐色で微砂を含む、器厚は0.7cm。 2、 淡赤褐色徴砂を

含む、器厚は1.Ocm。  3、 責褐色で徴砂を含む、器厚は1.Ocm底 部である。 4、 黒褐色、胎土は

堅緻、器厚0.7cm。 5は褐色で石英粒を含む、驀面外面は大粒の楕円文、押型文が施文され、口

縁内面に斜めに凹が引かれている。器厚は10～ 13cm。 6は撚糸文土器であり、色調は黒褐色で

微砂 を含む。器厚は1.2cm。  7、 無文で黒褐色で胎土に砂粒 (長石)を含む。 8、 無文で淡責褐

色で砂粒を含む。器厚は0.7cm。
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挿図127 第 2号竪穴状遺構出土土器
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第 3号竪穴状遺構

本遺構は、第 1地点の S4、 T4方区に検出された。基盤となる責褐色土層を掘 り込んだ竪

穴状の遺構である。平面形は、長軸約 2m30cm、 短軸 l m90cmの 不定形の楕円形を呈する。

出上上器 (挿図128)

同 1～ 4は全て楕円押型文土器である。 1、 4の楕円文は 2、 3よ り横長である。 1は色調

は灰褐色で胎土には砂粒を含み、器厚は0.7cmである。 2は色調は灰褐色で胎土に砂粒を含み、

器厚は約0,7cm前後である。3は色調は黒褐色で、胎土に砂粒を含み、器厚は0.5cm前後である。

4は色調は黄褐色で、比較的堅緻である。 5は扁平な貼付隆帯が口縁部に見られるもので、そ

の隆帯の上に縄文が見られる。色調は黒褐色で少量の砂質を含む、器厚は0.4cm前後である。
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挿図128 第 3号竪穴状遺構出土土器

第 4号竪穴状遺構 (挿図129)

本遺構は、第 1地点のU5方 区に検出された。遺構の基盤となる黄褐色土層を掘 り込んだ、

横長の楕円形をなすものと推定される。一部分が撹苦しされている。床面は扁平であり、その面

に 4 cm前後のピットが四ケ所検出された。本遺構の深さ12～ 15cm程である。
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出土土器 (挿図130)

同図 1は無文で、器厚が0。 5cmである。 2、 3は縄文中期の土器である。 4は無文であるが中

期のものと推定される。いずれも覆土土器であり、本遺構の時期を決める資料とはならない。
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挿図130 第4号竪穴状遺構出土上器

第 5号竪穴状遺構 (挿図131)

第 1地点のS6方区に検出された。遺構は黄色土層を約20cm程掘 り込み、その床面は南に傾

斜している。平面プランは、不定形な楕円形を呈する。44土坑は浅 く、本遺構の上部に位置し

た新しい土坑と推定される。本竪穴遺構の遺物は 2層 より出上した。

内

1 淡黒褐色層
2 黄色土混の黒褐土層

挿図131 第 5号竪穴状遺構実測図
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出土遺物 (挿図132)

同図 1～ 4は押型文土器であり、文様は楕円文をなす。同図 4は あまり文様は鮮明ではない

が粗雑な楕円押形文。 1は色調は淡責褐色で、胎土に微砂を含む。器厚は1.lcm。 2は黒褐色で

胎上に砂粒を含む。器厚は1.Ocm。 3は黒褐色で僅かに砂粒を含む。4は文様はあまり解明でき

ないが、押型文がかすかに見られ、色調は褐色。器厚は0.8cm。 5は撚糸文を地文とし、沈線が

引かれている。色調は褐色で胎土に砂粒を含む。器厚は1.2cm。 6は綱目状撚糸文である。色調

は責黒褐色で、胎土砂粒を含む。器厚は1.lcmである。

出

日

日

日

Ｈ

園

２

齢

鱒

Ｈ

四

３

綸
一〔

監

―

―― J9Cm

挿図132 第 5号竪穴状遺構出土上器
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第 6号竪穴状遺構 (挿図133)

本遺構は Sの 9。 10方 区に検出された第 3号住居址の床面下部より検出されたものである。

遺構のプランの平面形は不定形な楕円状をなすものである。長軸約 2m70cm短軸は約 l m 9ocm

で、東から西に向って傾斜をなしている。深い所で約50cmである。

第 3号住居址の覆土及び第 6号竪穴遺構の上層図に見られる様に、第 6号竪穴は 2層の貼床

によって第 3号住居juLと 区別される。本遺構の遺物は後述する様に縄文早期のものであり、本

住居址の遺構の時期は早期後葉の時期 と推定される。

＼

4C       ヒ____」

挿図133 第 6号竪穴状遺構実測図

出土遺物 (挿図134)

同図 1～ 7は押型文土器で粗雑な楕円文が施されている。 1は第 3層出上であり横位に楕円

形文が施文され、淡赤褐色で胎上に砂粒を少々含む。器厚は約0。 9cmである。同 2は第 3層出土

で斜位に楕円文が施され、色調は淡赤褐色で砂粒を含む。器厚は l cmである。 4、 5は 3層出

上で淡赤褐色であり、明瞭ではないが楕円形の押形文が施文されている。器厚は 4が l cm、 5

は0.7cmである。 7は 1、 2、 3、 6な どに見られる様な0.4～ 0.5cmの楕円押形文が施文されて

いる。 8、 12は無文である。 9は尖底部で赤褐色で砂粒を含む。 8は尖底部に近い破片で、 3

層出土で赤褐色で、微砂を含み焼成は良好で堅緻である。10は 3層 出土、色調は表面は灰褐色、

内面は黒褐色で胎土に砂粒を含む。11は 3層 出上で、色調は赤褐色、胎土に自色砂粒を含む。

12は 1層出上、色調は赤褐色で長石粒を含む。 13、 14、 15は撚糸文土器で、13は 3層 出上、黒

〇

一

とじ
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褐色である。14は 1層赤褐色、長石粒を含む。15は 1層出土、赤褐色、長石粒を含む。16～ 18、

21はいずれも縄文である。16は黒褐色、砂粒は白砂混入、17は 黒褐色、砂粒を含む。21は 第 1

層黒褐色 (ス ス付着)砂粒を含む。19は隆帯、円状の凹を持つ、黒褐色砂粒を含む。20は地文

に縄文と沈線による文様を持ち、色調は黒褐色、胎土に雲母砂粒を含む。19、 20はいずれも第

1層出上であり、前期の上器である。

「
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４
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Ｈ
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汀 15
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日
用

Ｈ
日

躙

鶴 日別
挿図134 第 6号竪穴状遺構出土土器
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第 7号竪穴状遺構

本遺構は、第 1地点の S ll、 T■方区に検出された。遺構は基盤となる責褐色土を掘 り込ん

でいる。平面形は、南北に約3.00m、 東西に2.70mの 不定型な円形を呈する。

第 7号竪穴遺構出土遺物 (挿図135)

挿図135の 1～ 6は、 7号竪穴遺構の覆土より出土した遺物であり、また同図 7、 8は竪穴遺

構に周囲に見られた 2つのピットより検出された。

同図 1は、楕円押形文が施され、色調は淡明褐色で、器厚は1.lcmである。胎土に徴砂 を僅か

に含む、口縁部に補修孔が見られる。 2は楕円押形文が施され、器面内面に擦痕が見られる。

色調は淡暗褐色で、胎上に徴砂を含む、器厚は1.2cm前 後である。3～ 5は楕円押形文である

が前者 とはやや異なり九味をもっている。 3は色調は淡責褐色で、徴砂を含む、器厚は1.2cmで

ある。 4は赤褐色で、繊維を僅か徴砂 を含む。 5は淡赤褐色で破粒を含む。 6は貝殻沈線文土

器であり、色調は黒褐色で、胎土に白色砂粒 を含む、器厚は0.6c/mで ある。

同図 7、 8は薄手のオセンベイ系の上器である。口縁部に偏平な貼付隆帯による文様がみら

れるもので、その隆帯の上にも条痕文が施されている。器面にも条痕文が施されている。器厚

は0.3～ 0.4cm程である。色調は赤褐色であり、胎土は堅緻な土を使用している。この 7、 8は

先述 した様にピットより検出した。

本♂
↓

監
峰

印「 1
2彎

・
'二
〉

ぃ,メ,

鵡
廿

汀

７

挿図135 第 7号竪穴状遺構出土土器
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第 9竪穴遺物

本遺構覆土出上の上器は、挿図136の 1～ 4は押型文土器である。1～ 4は粗雑な楕円押形文

土器である。 4は僅かに楕円文の痕跡が見られる。色調は 1は淡茶褐色で胎上に徴砂を含む。

2は淡茶褐色で胎土長石粒を含む、 3は淡褐色である。 4は 黒褐色で、長石粒と砂粒を含む①

同図 5は、尖底土器の底部に近い部分の破片である。同図 6～ 10は 同一固体の破片であり、

色調は褐色で、器面に指圧痕が見られる薄手で、胎土に雲母を含んだ徴砂が見られる。同図m

は淡褐色の中期の上器で、胎土に砂粒を含むものであり、混入土器 と考えられる。

V

沙

‐

回

‐

／

６

戸

２

10 cm

挿図136 第 9号竪穴状遺構出土土器

第10号竪穴遺構 (挿図137)

本遺構は、W9方 区を中心 として一部Wに伴びて検出された。平面形は不定型の楕円状をな

す。長軸方向は南北に約210cmである。短軸は東西方向に約180cmである。66土坑と接 している。

先後関係は切合部分が明瞭でないが、発掘時の所見によると前者が先行するものと考えられる。

基盤となる黄褐色土には円礫混じりの部分を掘込んでいる。床面は偏平であり、その床面上よ

り図版第47図 に見られ様な石鏃 3′く出土している。

出土遺物は、図版第47図に見られる石鏃のほかに覆土中より、石鏃 1点 と土器が出土してい

る。土器は挿図138の 1は、僚痕文土器で回辺部に当たる部分に肥厚する段をなすものと推定さ

れる。内面に雑い擦痕が見られる。胎土に繊維 と砂粒を含んでいる。器厚は0.9cm前後である。

同図 2～ 4、 10は条痕文土器である。 3は外反する口縁部で、僚痕文が器面に見られ、胎土

は密度の高い雲母、徴砂を含む、色調は淡責褐色である。器厚は0.6cm前後である。同図 2、 黒

褐色  4は、褐色で徴砂を含む、10は、黒褐色で徴砂を含む。上記の 2～ 4、 10の僚痕文土器

は0.6～ 0 4cm器厚の薄手の堅緻な土器である。同図 9は遺存状態は良好ではないが、口縁部が
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肥厚して段をなすものと推定される。口縁内面の一部に貼付隆特が見られる。色調は淡灰褐色

で胎土に徴砂を含む。この他に磨耗している土器片が出土している。

Ｎ
　　　　　　　　　　　　　　　‐

挿図137 第10号竪穴状遺構実測図
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1

静 ,ュ0  障__割
挿図138 第10号竪穴状遺構出土土器
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第11号竪穴遺構出上物 (挿図139)

同図 1、 2は綱状施文による撚紋土器である。 1は色調は赤褐色、胎上に長石粒を多く含む

器厚は1.lcmである。2は黒褐色で同図 1同様長石を多く含む。3は無文土器で色調は黒褐色で

胎上に砂粒を含む内面に擦痕が見られる。 4～ 9、 ■、13は斜縄文が施文されている。 4は 回

唇部に竹管状の刺尖が見られる。胎土に砂粒が含まれる。 4、 6は縄文の原体が角ばった粗い

ものが使用された丸「/kを持たない。 5は色調は茶褐色、胎土に雲母混入の砂粒を含む。 6は色

調は褐色、胎上に砂粒 を含む。 7は色調黒褐色。 8、 黒色～黄褐色、砂粒わずかに含む。 9、

黒褐色で竹管による刺尖文が見られる。 11、 淡赤褐色。13は淡責褐色で砂粒を含む。10は半裁

竹管による八形文が見られる。本遺構は早期の上器が混入しているが、縄文前期の上器が見ら

れる′点より遺構は前期を推察される。

穀

挿図139 第11号竪穴状遺構出土土器
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第12号竪穴状遺構

本遺構は、第 2地点のD31、 E31方区に検出された。

長軸は約140伽 短軸100cm 深さ20cm

平面プランは不定形な楕円状をなす、

出土遺物

挿図141の 1、 2、 4は、器面の表面に縄文が施されている。同図 2は 口縁部の口唇に楕円状

に連続した凹文が見られる。色調は黒褐色で、胎上に徴砂を含む。器厚は0.5cm。 同図 1は縄文

が施され、色調は淡黄褐色で、胎土に砂粒を含む、器厚は0.9cmである。同図 3は、キャリパ状

の口縁部の部分に隆帯上に工具による刻み目が付けられた隆帯が貼付されている。色調は灰黒

色で、胎土に砂粒を含む、器厚は0.7cm前後である。

0                      1m

挿図140 第 12号竪穴状遺構実測図

炒  ∵ 〃
4

3

絲
玉
袋
∴
汀
乳
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挿図141 第12号竪穴状遺構出土上器
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第13号竪穴状遺構

遺構は第 2地点のD32、 E32方区に検出された。平面形は不定形の楕円を呈する。長軸方向

は南北に約 100cm、 短軸は東西に約 90cm、 深さ約25cmである。底面は偏平であり、壁部は暖やか

に開きながら立ち上がっている。

挿図142 第13号竪穴状遺構実測図

13竪穴遺構出上の土器は縄文前期の上器であり、挿図143の 1は文様は羽状縄文で、色調は黒

褐色であり、胎上に雲母を含む砂粒を含む、同図 2は羽状縄文で黒灰褐色で胎上に砂粒を含む。

同図 3は淡責褐色で徴砂を含む。 4～ 12は縄文 を縦位、斜位に施文されているものである。 4

は褐色で砂粒を含み、口唇部扁平であり工具によって刻み目が付けられる。 5は 口唇上に楕円

状の凹みが押圧状に付けられ、その部分が肥厚する。 5は淡黄褐色で、雲母混じりの徴砂 を含

む。 6～ 9、 ■、12は斜めに縄目が施文されている。色調は11、 責褐色、 7～ 9、 12は黒褐色

で 8、 11、 12は徴砂を含む。 1は地文の縄文の上に細い沈線が引かれる。その沈線間に刺突文

が見られ部分がある。色調は淡褐色で胎上に徴砂を含む。13は撚糸文が施され、茶褐色で雲母

砂を含む。 8～ 12の器厚は0.5～ 0.6程である。13はやや厚め0.8cmである。挿図の14～ 17は 口縁

部に横位に隆帯を持ち、その隆帯の上に縄文を施 したもの、または工具による切 り目の付 くも

のがある。16の二段 目は竹管が付けられている。色調、胎土は14、 15は淡褐色で砂粒を僅か含

む。16は赤褐色、17は淡黄褐色、 18、 19は器厚は部分によって異なるが、同一個体で集合沈線

による文様が見られる。色調は淡責褐色である。20は幾何学的文様を持つもので、淡灰褐色で

赤色彩色土器である。24～ 26は、底部である。前期の後半に属する。
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挿図143 第お号塞穴状遺構出土土器
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第 5節 土坑・ピット

土坑

地  点 番号 迫
還 物 時期

憶 茎

5

Q-5
T-4,5
R-5
Q,R-4
R-4
R-4
S-4
S,T-3

Q-6
S-4
S-4
S-45
S-5
S-4.5
S,T-5

S,T-5
T-5
R,S-5
S-5
S-5
S-5,6
R,S-6
T-6
T,U-6
X-9
U-6
U-5,6
T-5
V-5
V-5
V-5
U-6
W-10
U,V-6
V-6,7
V,W-7
V-7
V-7
X-9
T-6,7
S-6
R-6,7
R-5
R,S-7,8

R-7,8
P-7
0P-7.8

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

170× 135× 475
136× 106× 250
(105)× 127× 380
187× 170× 530
170× 140× 455
(125)× 133× 340
103× 88× 130
(60)× 100

120× 104

107× 75× 125
(123)× 118× 320
106× 86× 155
(130)× 95× 265
(145)× (57)× ■

102× 82

105× 88

107× 66

100× 88

110× 100

118× 90

108× 92

チップ、コア

チップ、フレーク

チップ、フレーク

押型紋、フレーク

貫殻紋、チップ、7レーク

フレーク

チップ、フレーク

灰

チップ

押型紋 (前期かも)
フレーク

チップ

チップ

チップ、フレーク、コア

チップ

チップ

チップ

チップ、フレーク尖底あり

チッブ、フレーク

チップ、フレーク

チップ、フレーク

チップ、フレーク

押型紋、チップ、アレーク

ずe(く

多分早期
I

早期

早期

早期

早期

早、前理

早期 ?

早期

早期

早期

早期

早期

早期

早期

早期

中期

早期

早期

早、中期

早期

早期

地  点 番号 遺 物 時期

S-9
T-8,9
T-9
T-9,10

W-6

S-10,11

T―■

V―■

V-10,11

V-10,11

W-10,11

W,X-10,■

X-10
X-10
W-10
Vヽ-10
W,X-9,10

W,X-9,10

X-9,10

X,Y-10

X-9
XW-9
X-8,9
Vヽ-9

T-4
L-20
し,M-20
M-20
M-28,29

M-28,29

M-28

T,U-3
X-8

K-21
1-23
1-23
1-23

J-23
J-22
J-23
ロー24

H-27
H-27

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

130× 80× 110

98× 95× 55
125× 92× 120

155× 108

130× (50)

鴎 � X供三乳♪

(65)× 97

162× (110)

253× 145

103× 88

(100)× 100

(105)× 100

108× 100

(■ 0)× 116

203× (70)

(115)X l15× 495

183× (136)× 57

108× 90× 435

(165)× 132× 495

155× 120× 52

110× 86× 34

137× 92× 42

180× 168 ×35

113× 100

130× (100)

104× 75× 7

172× 135

150× 140

128× 105

173× 135

100× 67× 270

■0× (65)× 235
103× 72× 160

202× 170

(95× 117)× 120
115× 105× 240
100× 83× 100

87× 96

258× 175× 335
105× 90× 180
247× 177

138× (70)× 280
172× 148× 400

チップ

チップ、フレーク

押型紋 (小片)

押型紋

チップ

オヤンベイ、チップ、
アレーク、焼石もあり

チップ

チップ、フレーク

チップ

チップ

尖底ちかくのあり

チップ、フレーク

チップ、フレーク

チップ

須恵器

チップ

チップ、フレーク

早期

1前朗かも
早期?

早期

早、中剣

早、前文

中期か?

早、前、|

早、中

早期

中期

早、中理

早、中狩

前期

中期

前期

前期

早期

滸、前期
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地  点 番号 物 時期

B-31,32

C-32
B-32,33

D-31
D-31
D-32
J-26

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

149

150

刈
　

氷

　

刈

，×

×

　

　

×

　

　

×
　
×

100× 87

105× 86

105× 90× 300
145× 103× 42,5

105× 97

98× 80

155× 125× 360
110× 90× 320
123× 88× 205
100× 97× 475
95× 82× 155
105× 100× 180
130× 117× 8

120× 83× 320
101× 96× 32_5

(130)X l18× 115,5

110× 105× 31

185× (75)× 85
115× 104× 240

101 ×85× 350

(85× 80)× 170
100× 83

チップ

打撰石斧、敲石、磨石、石皿
2つ (完形)チップ、7レー

ク、須恵器、陶器

石皿 (1/2欠損)

チップ、フレーク、山芥碗

チップ

チップ、フレーク

チップ、フレーク

チップ、フレーク

フレーク、陶器

チップ、フレーク

フレーク、胸器、鉄(ず

チップ、フレーク

チップ、須恵器

陶器

貝段紋、チップ、7レーク

チップ

チップ、フレーク

チップ、須恵器、陶器

チップ、フレーク

チップ、フレーク

チップ、フレーク

チ プ、フレーク

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前、中難

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

地  点 番号 】返 物 時期

R-29
R-29
R-25
R,S-26

1-24
W-27
1-26
1-28
1,U-28

151

152

153

154

155

156

157

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

(112)× 106× 175

107× 105

112× 97

114× 66

133× 118

165× 100

140× 123× 43

(120× 138)

(104)× 143

90× 85

WX帥
:三民 甲

107× 107× 125

(82)× 95× 160

100× 88× 260
120× 115× 10_0

145× 130× 225
133× 103× 320
130× 115× 455
22

310× 165× 495

34

135× 113

103× 78× 47

195× 140

155× 112

100× 90

113× 90

160× 120

×160

105× 80× 295

100× 85× 390
82× 64× 360

(78)× 89× 22.0

90× 88× 240
97× 88× 305
82× 73× 115

(47)× 79× 125

120× 113

120× 100

(44× 80)× 90
120× 107

(65)× 95

５
衡
瑚
制
０
０

濯

律

喧

８５
６

隊

８３

９３

雌
雌
随
雌
叫

チップ、フレーク、陶器

チップ、フレーク、陶器

(尖ていちかく)

チップ

チップ

フレーク

チップ

チップ、フレーク

チップ、フレーク

チップ、フレーク

集石土坑

磨石、チンスフレーク

チップ

チップ(尖底土器也土)

チップ、フレーク

チップ

チップ、フレーク
叛J文入り石皿(完形)

チップ

チップ

チップ、フレーク

チップ

チップ、須恵器、陶器

フレーク、陶器

身分早期?

早期

前期

中期

前期

早、前期

前期

中期

前期

中期

前期

早、前、中却

前期

早、前難

早、前野

早期

早、前射



第 4章 発見された遺構 と出土遺物

ビット地  点 番号 遺   物 時期

P,Q-26,27

24任 内

と,Ⅲl―-24

L,hl―-24

K-20,21

Q-6
0-21
M-21
F-32,33

F-32
1-26,27

W-9
W-9
P-25
P-24,25

P-23,24

V-27,28

V-28
V-28
V-28
D,E-30

F-31
C-33,34

H-26
」-24

C-31
C,D-32

T-26

F-31,32

Q,R-26,27

F-32
F,G-32

1,J― %,7

H-25
⊂H-25

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

216

217

218

219

221

222

223

224

226

228

229

230

231

232

233

234

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

258

259

260

102× 75

(75)× 83

105× 100

(148× 150)

96× 70× 35_5

102× 85

100× 85

110× 101× 125
100× 85

120× 98× 240
100× 85× 17.0

153× 127

101× 87

110× 97

125× 115

87× 82× 55

133× 130

(115)× 123

183× (50)

110× 65× 120

100× 81

83× 77× 460
86× 86× 250
154× 145

(95)× 117

(90)× 95

112× 75

117× 112

100× 80

187× 85

114× 100

95× 77

98× 55

117× 90

102× 77

(115× 70)

103× 90× 205
120× 67

100× 98× 260
108× 66

100× 72

110× 109× 36_5

275× 220

(105)× 93× 155
142× 90× 455
118× 90× 18,0

110× 100× 175
130× 120× 340

陶器

チップ、フレーク

チップ

チップ

チップ

チップ

チップ

チップ、フレーク

チップ

チップ

チッスフレーク、陶器

石鏃 、 コア

前期

早期

前期

前期

前期

早、前却

前期

前期

前期

前期

前期

早期

前期

地  点 番 号 遺  物 時期

R-5
R-6
V-5
U,V-5
U,V-5
U-5
U-6,7

T,U-6

U-6
V-7
V-6
V江-6
S-6
S-7
T-7
T-7
T-7
T-7
V-5,6
V-7
U,V-7
U-8,9
U,V-7

V-8

V-7,8
V-8
V-8
V-8
V-8
V-9

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

83× 70

50× 48

40× 33

52× 50

55× 43

72× 66

40× 38

95× 75

32× 30

42× 38× 11

33× 30× 2

30× 26× 4

95× 70× 265
72× 64× 22

65× 60× 105
46× 44× 8

47× 38× 85
83× 80× 17

|

×65

(無文でわからない
土器)、 チップ

楕円押型紋

チップ、フレーク

チップ、フレーク

保

(無文でわからない土器)

スクレイパー、チップ

チップ

(無文でわからない
土器)チップ

早期

早期

早期

早期

中期



第 5節 土坑・ピット

地  点 番 号 物遺 時期

W,X-10

X-10
S-11,12

S-11
S-11
S-11
S-10,H

S-10
T-10
T-10
T-9
U-6
T-11
S,T-10

S-10
S-10
S-10

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

45× 35× 10

43× 43× 85

28× 26× 45
40× 40× 4

35× 30× 145
67× 55× 85
30× 25× 12

54× 50

30× 28

38× 32× 19

22× 15× 6

21× 20× 5

35× 24× 8

53× 50× 95
60× 50× 9

45× 40

58× 50

34× 30

27× 26

35× 28× 20

55× 50× 125

25× 25

48× 43× 4

55× 55× 10

85× 85× 145

70× 65

62× 53× 155
25× 23× 65
50× 43× 21

(小片でわからない
土器 2コ )

チップ、フレーク

無文土器

無文でわからない土器

楕円押型紋

チップ

小片の上器、チップ

チ

憮文でわからなVミ土制

プ

(小片でわからない土
器)チツ去 フレーク

保

(小片でわからない
土器)チツプ

早 期

早期

早期

早期

前期

地  点 番号 物Ｈ還 時期

C三手
Q-7
Q-7
S-9
S-11
S― ■

S,T-11

T-10,11

T-10
T-10
T-10
T-10
T-10
T-10
T-10

T-10

T-10
T-10
X-8
T― ■

T―■

T-11
X-9
E,F-32

1-22
1-22
1-22
1-22,23

1 -23

1-23

1:笠

I-23

I-22
1-22
1-23
J-23
1,J-23

1 -23

1-23
1-22
1-23
E-32
E-32
1-23
1-23
H-26
1-22

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

20× 20

25× 22

25× 23

43× 35

65× 58

19× 17

23× 20

30× 26

35× 30

26× 25

20× 18

15× 14

17× 17

20× 15

26× 26

30× 26

34× 32

27× 23

31× 28

82× 70

40× 35

48× 45

45× 40

20× 15

25× 23× 85
38× 30

43× 43× 9

25× 23× 75
33× 25× 6

48× 33× 155

28× 25

23× 23× 85
50× 45× 9

28× 26× 175

22× 18× 105

45× 35× 8

25× 20× 75
30× 25× 9

45× 40× 13

チップ

コア

チップ

(無文で時期わからな
い土器)

(小片でわからず)

焼石 2コ

石錘1コ 、石鏃、チップ

チップ

チップ

磨石、敲石、石錘3コ、石錐
1コ、石匙1コ、石鏃1コ、
チッ大アレーク

チップ

保

石鏃、チップ

前期

?

剣日?亭

チ ップ

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期



第 4章 発見された遺構 と出土遺物

地  点 番 号 遺  物 時期

I-32,33

H-32
」-23

」-23

J-22
」-22

J-23
J-22
J-22
J-23
1-32
D-33
E-32
G-24
G-24
G,H-24

G-24
G-24
G-24
H-23
H-23
H-23

F-33

G-23
H-23

G-23

H-23,24

E-32
1-25
1,J-25

1 -24

」-25

J-25
D-31
K-32
H-25
1-27
H-25
1-25
1-25
1-25
G-30
H,I-25

H-25
1-25

i::::‖

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

70× 65× 415
80× 72× 29

45× 38× 18

28× 25× 11

60× 55× 85
43× 35× 15
34× 25× 75
45× 38× 8

40× 37× 10

30× 24× 11

55× 55× 18

22× 52× 125
26× 24× 8

38× 30× 85
33× 25× 6

45× 35× 9

45× 40× 9

50× 45× 85
75× 68× 21

48× 42× 30

40× 35× 20

35× 30× 13

72× 52× 115

25× 20× 85
27× 25× 65

35× 30× 105

40× 40× 705
40× 40× 7

60× 60× 105

55× 52× 165

50× 48× 18

70× 60× 13

35× 30× 10

83× 80× 435
44× 40

47× 30× 65
40× 35× 5

75× 70× 5_5

45× 43× 85
85× 76× 165

68× 55× 75
85× 80× 14

37× 35× 65
50× 45× 65
48× 36× 65
45× 40× 105

40× 35× 55
65× 55× 115
35× 30× 5

打製石斧

チップ

チップ

チップ

チップ

チップ

貝殻紋(1コ )、チッ
スフレーク

無丈で時期わから
ない土器

前期

石鏃 (1コ )

看錘 (1コ )

石錘、チップ、フレーク

石錘(1コ )、 チップ

チップ

彩色土器

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期 ?

前期

前期

前期

前期

前期

?

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

地  点 番 号 遺   物 時期

H-26
G-25
G-26
H-28
G-25
H-26
H-26
H-26
H-26
G-27
G-26
H-26
G-26
G-26
G-26
G-26

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

偶
‐２
‐３
阿
・５
償
　
９３
・１
隅
　
　
・１
住
　
６
１４
４
６
阿
阿
８
１３
９
３２
・２
償
９
８．８
９
＆
４
阿
７
４
１０
償
＆
四
躙
　
躙
７
銑
３
駐
４
８
囲
１３

×

×

×

×

×

×

　

×

×

×

　

　

×

×

　

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

　

×

×

×

×

×

×

×

×

×

７０

６５

５５

３７

７０

３２

５５

２８

３０

４０

２５

６５

３５

３０

３５

５０

４０

２７

３５

３５

４５

５３

２８

８３

３５

３７

２５

２３

・８

２５

２６

３０

２８

２８

３２

３０

２７

３２

２５

２８

３５

４０

２５

２０

５０

４５

３２

３８

５８

６５

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

８３

８０

６５

４０

８７

５５

６０

３０

３２

４３

２８

９０

４３

３０

４

６０

４０

３０

３５

３８

５５

７８

３５

９８

４２

４０

２８

２５

２２

３０

３０

４０

３２

２８

３５

３３

３０

３６

２８

３０

４０

２５

３．

４８

５８

５０

３５

４０

６４

７０

テ

貝殻紋(1コ )、 石錘

石錘(1コ )、 チッ
プ、フレーク

チップ

チップ

石錐、スクレイパー

チップ

チップ

チップ

プ

土製や じり

チップ

チップ

石錐

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期



第 5節 土坑・ピット

地  点 番号 遺  物 時期

G-30
G-30
G-25
1-27

H-28

H-28
H-28
H-28
1-28
1-28
H-28
H-27
H-27
D,E-31

H-27
H-27
1-28
1-28
1-28
1-28
1 -27

1-27
1-28
1-27
1-27
1-27
1-23
H-28
H-28
1-27
H-27
H-28
1-27
1-27
H-27
H-28
1 -28

E-32

E,F-31

D-30
G-25
D-30
D-31
B-30
C-30
F-31
D-31
EF―観,32

G-25,26

246

247

248

249

250

25ユ

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

283

284

285

286

287

288

289

290

291

292

293

294

38× 37× 9

55× 50× 15
73× 58× 15

58× 53× 17

50× 47× 115

54× 55× 85
48× 48× 6

40× 40× 105
50× 50× 75
55× 52× 75
70× 62× 13

30× 27× 75
28× 26

90× 80× 9

35× 32× 145
41× 40× 85
40× 35× 105
30× 26× 8

32× 30× 125
50× 45× 125
24× 22× 7

27× 23× 4

33× 30× 125
63× 53× 189
47× 40× 10

40× 40× 10

50× 45× 3

38× 34

40× 45

55× 44× 85
47× 40× 95
37× 33× 85
40× 30× 5

35× 28× 14

30× 20× 105
50× 40× 85
40× 40× 7

30× 30× 17

95× 85× 265
64× 55× 115
55× 40

80× 63× 535
38× 35× 6

46× 44

75× 40× 155
32× 31× 14

35× 33× 7

62× 60× 11

50× 35× 16

時期不明土器(1
コ
)、 チップ

チップ

チップ

チップ

チップ、フレーク

チップ

彩色土器

(早期かも→)

チップ

チップ、フレーク、
早期土器(1コ )

保

チップ

チップ

早期

前期

?

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期 ?

前期

期
　
　
期

期

一刷

　
　
　

一削
　
一削

早、前期

前期

醐
　
醐
醐
油

地  点 番 号 遺  物 時期

H-29
H-29
C-31
C,D-31

H-29
B-32
B-32
B,C― -32

B-32
C-31
C-32
B-32
B-32
C-31
C-31
C-31
C-31
C-32
C-31
F-31
D-31
D-32
D,E-32

D-32
D-31
D-32
X,J-27

J-27
J-26
」-26

J-26
K-26
J-27,28

J-27
」,K-27

K-27
K-26,27

J-26
J-27
E-31
K-26
K-26
K-27
K-27
J-27
C-32
C-32
C-32
C-32
E-31
G-25

295

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

317

318

319

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

340

341

342

343

344

345

30× 30× 75
50× 45× 9

83× 78× 18

50× 40× 135
40× 37× 3.5

40× 35× 15_5

40× 35× 11

38× 32× 60
37× 31× 25
30× 23× 14

40× 38× 75
36× 30× 65
35× 30× 9

30× 25× 75
20× 17× 75
20× 18× 7

45× 35× 95
45× 38

20× 15× 75
45× 40× 165
30× 25× 3_5

32× 52× 125

50× 48× 85
32× 26× 8

50× 42× 105
36× 28× 65
51× 50× 10

72× 53× 16

40× 35× 125
38× 32× 6

40× 25× 10

36× 32

65× 58× 10

38× 28× 75
46× 43× 11

40× 40× 125
40× 35× 74.5

35× 30× 9

40× 35× 10

40× 37× 8

24× 23× 6

28× 26× 85
25× 17× 7

28× 21× 13

30× 25× 7_5

41× 35× 7

35× 28× 8

40× 35× 10_5

35× 67× 7_5

40× 38× 6

40× 35× 35

チップ

チップ

チップ、フレーク

保

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期
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地  点 番 号 遺  物 時期

G-26
G-31

G-31

G-26
G-25
G-25
G-25

H-24,25

F-33
H-25
G-25
G-26
G-26,27

H-26
G-26
H-26
H-26
B-30

E-33
F-34
E-34

E-32

E-33
E-32
E-32
F-33
E-32
E-32
D-32
E-32
E-33
E-32
E-33
E-33

K-31

K-29,30

N-29
N-28
N-28
N-29
N,0-28

N-28
N-28
U-27
U-27

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379

380

381

382

383

384

385

386

387

388

389

390

391

392

393

30× 30× 12

50× 45× 215

60× 55× 325

35× 33× 85
45× 40× 75
60× 50

68× 68× 35

65× 50× 75

45× 40

65× 65

45× 43× 65
90× 73× 11

43× 38× 4

50× 40× 4

35× 31× 55

56× 45× 155
55× 55× 15

80× 73× 35

95× 80× 205
85× 65× 135
68× 65× 115
97× 65× 16

88× 88× 38

72× 62× 185
38× 36× 65
43× 36× 7

70× 68

30× 28× 65
78× 50× 105
32× 30× 4

32× 22× 85
32× 30× 9

26× 20× 8.5

46× 40× 11

38× 38× 7_5

65× 55× 13.5

65× 55× 16

85× 75× 195
70× 70× 135
80× 75× 135
50× 45× 13

100× 90× 335
80× 70× 18

73× 70× 85
80× 60

60× 55

石錘(1コ )、石鏃、
スクレイパー

チップ

石鏃、スクレイ′単

チップ、フレーク

焼石片1コ、石片1コ

チップ

彩色土器

チップ

須恵器、チップ

チップ、フレーク

チップ、フレーク

チップ、フレーク、山茶
碗、灰湯陶器か?

石鏃 (1コ )

磨石

鉄 くず

陶器、ガラスの
かけら、チップ

フレーク

保

石鏃(2コ )、 チップ

チップ、フレーク

チップ

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

期
　
　
期

中

　

学副

前期

早、前舜

前期

前期

前期

地  点 番号 遺  物 時期

U-28
U-26
U-26
T,U-26

S-28
S-28
S-28
S-28
S-29
S-28
S-28,29

R-28
R-27
S-27

R-28

S-29
R-25
R-25
R-25
R-25
R,S-25

R-25

R-25

S-26,27

S-26
S-26
S-26
S-26
S-26
F-32
F-32
F-32

M-33

T-26
T-27
T-27
T-27
T-27
T-28,29

T-29
T-28
T-28
U-28
U-27
U-27

394

395

396

397

398

399

400

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

417

418

419

420

421

422

423

424

425

426

427

428

429

430

431

432

433

434

435

436

437

438

439

440

441

442

80× 70

60× 35

45× 43

45× 35

55× 55× 6_5

40× 40× 6.5

50× 47× 175
45× 35× 4

50× 45× 4

75× 70× 10_5

75× 74× 65
63× 60× 5

77× 75× 305
75× 70× 13

55× 50× 425

70× 60× 55
80× 73× 185
90× 60× 145
50× 40× 95
54× 50× 23

45× 40× 185
40× 35× 8

73× 64× 9

85× 85

72× 62

70× 60

37× 35

26× 24

30× 30

26× 24× 13_5

24× 22× 115
50× 46× 245

55× 55× 3

43× 41× 39

86× 56

94× 75

45× 38

85× 58

65× 60

67× 54

85× 75

90× 80

60× 55

78× 70

58× 50

クレ イ

チップ

貝殻紋(1コ )、 チツプ

ス

チップ、フレーク

無紋土器(1コ )、 フ
レーク

保

フレーク

フレーク

時期不明土器(1
コ
)、 フレーク

石鏃、石錐、チップ

炭

保

石鍬

保

前期

前期

中期

前期

早期

前期

前期

前期

前期

前期

早、
工刷
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地  点 番号 遺  物 時期

-26J

G-32
G-33.34

I-31
1-31

H-33
H,I-33

H-33

H-32

一
　

一

-32H

L-22,23

L-23
K,L-23

L-23
L-23
L-23
L-23
L-23
L-24
L-23
L-24
0-22
M-28
N-22

0-21
0-21
0-21
0-21
0-21
P-21
0-22

443

444

445

446

447

448

449

450

451

452

453

454

455

456

457

458

459

460

461

462

463

464

465

466

467

468

469

470

471

472

473

474

475

476

477

478

479

480

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

チッス フレーク(ヘ
んな土器 1コ あり)

40× 38× 75
早期 (1コ )

×75
34× 33× 120

55× 48× 14

47× 43× 9

47× 40× 6.5

62× 60× 13

50× 45× 35

35× 30× 105

30× 24× 55

65× 50

85× 75

石鏃、チップ

78× 73

35× 25

95× 75

63× 55

35× 33

38× 36

37× 33

103× 90

40× 40

70× 70

54× 48

60× 52× 7

80× 75× 115
67× 60

30× 23

40× 37

40× 37

35× 30

40× 30

39× 30

35× 33

チップ

石錐、チップ

前期(同一個体片1袋あ
り)、めんこ(1コ )、石雛
(赤チャート)、チップ

チップ

早期 (1コ )

須恵器

チップ

石鏃

陶器、チップ、フレーク

無文

チップ

チ ッ プ

前期

前期

前期

前期

前期

前期

早、前抑

前期

前期

前期

前期

前期

早、前舞

早、前舞

前期

前期

前期

?

前期

前期

前期

地  点 番号 遺  4/2 時期

V-6
V-6
U-8
Vヽ-8
Vヽ-8
X-8,9
V-8,9
Vヽ-9
ЧX-9
Q-25,26

Q-25
Q-25
Q-25
Q,R-25

Q-25
Q-24
Q-24
Q-24
Q-24
Q-24
Q-24
Q-23
Q-23
Q-23
Q-22
B-7
H,I-23

J-22
1-23
W-28

492

493

494

495

496

497

498

499

500

501

502

503

504

505

506

507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

520

521

522

523

524

525

526

527

528

529

530

531

532

533

534

535

536

537

538

539

540

541

60× 50

24× 52

94× 92

80× 65

70× 55

46× 40

58× 57

40× 40

36× 30

88× 55

101× 65

58× 50

67× 50

34× 30

35× 30

85× 75

45× 40

70× 55

65× 60

50× 48

55× 40

85× 70

55× 37× 10.5

40× 35× 85
27× 25

95× 63

早期土器(1コ )、
チップ、フレーク

看器 (1コ )

貝殻紋(1コ )、チップ

チップ

早期

前期

前期
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地  点 番号 遺 物 時期

D-35
Q-27
Q,R-27
R-27
S-28
T-29
S,T-29

」-29

J,K-29
K-28,29

Q-5,6
Q-5,6
0-21
1-26
1-26
1,H-26

542

543

544

545

546

547

548

549

550

551

552

553

554

555

556

557

558

559

560

58× 53× 13

80× 70

53× 42

73× 53

75× 55× 6.5

53× 43× 16

65× 52× 5

80× 75× 20

80× 65× 15

83× 78× 27

85× 73

93× 86

55× 40

50× 50× ■

37× 32× 135
40× 38× 9

中間地点 ビット
地  点 番号 遺  物 時期

V-22
V,M「 -22

Vヽ-22
W-22
�V-22
ヽヽ「―-22

ヽヽ「―-22

W―-22

Aヽ/一-22

Vヽ-22
V-20
WV-22

W-22
W7-22

WV-22

Vヽ-22
M「 -22

M「 -22

V-20,21

Wヽ
r-22

ヽヽ「―-22

Vヽ-23
X-23
Vヽ-22
M「-22,23

Vヽ-23
Vヽ-23
Vヽ-23
Vヽ-23
Vヽ-21
Vヽ-23
Vヽ-23
ヽヽ「―-23

W,X-23

X-23
Vヽ-22
X-22,23

WV-23

W-22,23

W-21
W-23
Aヽ「
―-23

Vヽ-23
ヽヽr―-23

W,X-23

Vヽ-23
W-23
Vヽ-23,24

Mr-23

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

18× 15× 4.5

17× 15× 4.5

33× 25× 5

25× 24× 5

47× 40× 95
20× 20× 45
16× 11× 55
47× 39× 55
20× 18× 35
17× 15× 35
56× 45× 45
35× 31× 6

18× 15× 7.5

45× 45× 75
42× 35× 5

15× 14× 3

20× 15× 45
55× 50× 75
43× 40× 65
17× 15× 2_5

48× 42× 12

22× 19× 5

25× 20× 85
33× 30× 105

30× 26× 105

15× 11× 4

43× 42× 12

35× 30× 155

23× 21× 81
23× 20× 17

28× 25× 145

35× 26× 65
23× 22× 10

43× 36× 75
15× 14× 85
15× 13× 35
35× 35× 75
25× 25× 4.5

25× 23× 12.5

28× 27× 6

32× 28× 105

25× 25× 16

28× 28× 11

14× 13× 8

45× 40× 6

39× 37× 105
19× 16× 8

13× 12× 75
26× 20× 95
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地  点 番号 遺 物 時期

Vヽ-24
X-23
X-23
X-23
∇V-23

りV-23
Vヽ-23
Vヽ-23
Vヽ-23
V-22
V-22
ヽヽ「―-23

V,W-22

V-21
V-21
W-21,22

Vヽ-21
Wヽ
′―-21

ヽヽ「一-22

V-22
Vヽ-21
V-21
V-21
V-21
V,M「 -21

Wヽ′一-21

W-21
Aヽ「
―-22

W-21,22

Vヽ-21
Vヽ-21
V-21
WI′
―-21

V-22
V-21
V-22
V-22
V-22
V-22
V-22
V-22
V-23
V-22,23

V-22
V-21
Vヽ-23
W―-22

W-23
U,V-2122

Vヽ-21
M「-22

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

28× 17× 12

25× 17× 5

22× 20× 65
18× 13× 75
20× 18× 14

40× 36× 10.5

19× 17× 7

20× 19× 95
17× 13× 65
72× 64× 5

33× 25× 5

38× 32× 4_5

28× 22× 10

26× 21× 11.5

24× 21× 105
21× 20× 12

20× 18× 8

18× 17× 6.5

30× 29× 14

30× 30× 105
23× 21× 11

36× 33× 5.5

20× 19× 115
30× 27× 10

20× 18× 10

29× 16× 6

21× 19× 105
22× 18× 10

26× 23× 5.5

25× 33× 9

24× 22× 8

21× 21× 4

33× 30× 75
30× 28× 65
26× 24× 9_5

26× 23× 13.5

26× 26× 8

33× 27× 8

27× 25× 95
36× 33× 5

33× 29× 5

35× 31× 85
60× 54× 14

35× 32× 6

30× 25× 115
36× 30× 145
27× 25× 4.5

32× 30× 7

37× 35× 12

24× 20× 8

30× 27× 4

地  点 番号 遺 物 時期

Vヽ-22
Vヽ-22
Vヽ-22

28× 27× 6

(20)× 20× 7

40× 16× 55

中間地点土坑

地  点 番号 遺 物 時期

V-21 1 95× 87× 12_5



178 第 5章 古墳時代より歴史時代にかける遺構 と遺物

第 5章 古墳時代より歴史時代にかける遺構 と遺物

第 1節 古代 の遺構

今回の発掘によって検出された古墳時代より、歴史時代 8世紀代にかけてこの遺構は、第 8

住居址、第11号住居址、第17号住居址、第25号住居llL 4軒であるが、第25号住居址は竃の床面

の一部のみである。

第 8住居跡 (挿図144)

本住居跡は、第 2調査区の」23、 J24、 K23、 K24の方区に位置している。遺構の基盤とな

る責色粘土質土層を掘込んだ古墳時代末より歴史時代に帰属する竪穴住居跡である。住居跡の

平面形は、東西方向に長軸を示す長方形を呈 している。規模は主軸方向の南北で約 5m00cm、

長軸方向の東西で約 5m60cmである。主軸方向はN-20° Eである。壁は、北壁部でやや開き気

味に立ち上がり、壁高は13cm前後である。東壁も開き気味に立ち上が り、壁高は17cm前後であ

る。南壁は緩やかに開きながら立ち上がり、壁高は 7 cm前後である。西壁は僅かに見られる。

床面は宅の位置する東面より中央部分にかけて硬化面が見られた。ほぼ平坦である。竃は北

壁部の中央より僅か南よりの位置に設けられ、北壁面を僅か15cmほ ど掘込んだ部分より住居内

に検出された。天丼部は遺存していない。袖部は両袖 とも僅か16cmほ ど遺存している。竃の芯

材は川原石を使用している。竃の残存部の覆土は挿図145に 見られる様に 3層 に分けられる。

遺物は、本遺構に関係のある遺物として、土師器が竃の残存部を中心 としたその周囲より出

上した。また須恵器は 1点のみであるが杯蓋部の破片が出土している。蓋部の残存は半分であ

り、天丼部の表面、内面に記号が見られる。天丼部は扁平でゆるやか丸味を持って下 り、口縁

部の端部で僅かに短か く外に折れて開 く、口径は約9.9c/m器 高3.4cmである。

挿図に見られる刀子 1′ミが竃の東よりの部分より出上している。本住居址はあまり好資料 と

言えないが当地区出上の遺物よりして 7C後半～ 8C初頭の時期の遺構 と推定される。
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触

9     9

＝

――

ノ

挿図146 第 8号住居址



A

1層 黒褐色土
2層 黄黒褐色土
3層 焼土粒混り黄褐色土
4層 焼土粒混り黒褐色土
5層 黄褐色土
6層 淡黒黄褐色土

Z

0彎
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鶏

Ⅷ 甲

挿図148 第11号住居址出土土器

第11号住居跡

本住居跡は、第 2調査区の第10号住居跡の西北部に当たる 126、 127方区に検出された。遺

構の基盤 となる黄色粘土質土層を掘込んだ竪穴式住居跡である。

住居跡の平面形は隅九方形を呈 し、規模は長軸 4m50伽、短軸 3m85cmを測る。壁は緩やか

に開きながら立ち上がる。壁高は 8 cm前後である。東壁の中央よりや北よりの部分にカマ ドの

痕跡が見られる。

床面はほぼ水平である。北東部の壁沿いの床面に、幅20帥前後、深さ 5 cm前後の溝が検出さ

れた。また住居跡の中央部の南の位置に上層部より掘込まれた新しい土坑 (SKl10)が 見られた。

覆土は 6層に分層される。出土遺物 としては、混入したものとして縄文時代遺物が見られる他

に、第11号住居址に伴なう遺物は量的に少なく、挿図148に 見られる土師器である。この住居址

の時期は 7C後半～8C初頭の頃と推定される。

第17号住居跡

本住居跡は、第 2調査地′ミのH27、 H28、 128、 129の 方区に位置している。遺構は、基盤

となる責色粘土質土層を掘込んだ歴史時代の竪穴住居跡である。

本住居跡の上部に 9号集石が検出され、大部分がその集石遺構によって覆われ、上部寄りは、

住居跡の存在は観察出来なかった。集石遺構を除去した段階で遺構の存在が確認された。
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竜
_

第17号住居址ビット深度表(cm)

挿図149 第17号住居址実測図

I¬■

c                      D

0    10cln

挿図150

住居跡の平面形は長方形を呈している。主軸方向は東西で310cmを 測る。それに直交する南北

方向は420cmである。主軸方向はN-78°一 Eを指示する。

壁は、北壁の一部を除 く以外は壁高は低いが検出された。壁高は東壁竃の部分で約 5 cm、 北

壁、南壁で 7 cm前後西壁で 4 cm前後を測る。

床面は、東西方向で西に南北方向では南に何れもやや傾斜 している。

電は東壁の中央北寄の壁を約40cm程東部より構築 している。天丼部は崩落している。袖部の

遺存状態は良好 とは言えないが残存している。袖部の芯材に角礫を使用している。両袖間の覆

土は焼土混入黄褐色土層である。北側の袖部の基礎石の部分にビットが置かれその部分に比較

的大 きめの石を使用している。
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第25号住居跡

本住居跡は、第 2調査地区の J26、 」27に位置 している。遺構は基盤 となる責色砂質層を掘

込んだ竃を持つ竪穴住居跡である。住居跡は竃と床面の一部が検出された。従って住居跡のプ

ランは明瞭ではない。竃は壁の部分に検出された。

挿図151
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挿図153 第25号住居址出土遺物
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第 2節 その他の地点出土遺物

古代

挿図番号 遺物番号と

出上位置

審 種 遺存度 法 量 器形・技法等の

特長

色調・胎土 備 考

挿図154

の 1

まI-26-12290 須恵器

不蓋

小破片 なだらかな口縁を

なし、口縁部と天

井部の境に 2条の

低い陵が見 られ

る。

灰色。

胎土、竪緻

挿図154

の 2

仮 9号集石 須恵器

不身

約1/4 口径8.4

受部径109
受部 を持つ lTh身

で、受部が口縁部

より弓なり状を示

す。

灰色。

竪緻。

自然釉付着。

挿図154

の 3

まI-26-12099 須恵器

不身

約1/4 口奄豊10.1 受部 を持つ不身

で、受部が口縁部

より、短かく弓な

り状を示す。

灰 白色 (1部
黒色 を帯 る)

胎土はソフト

(生焼)

挿図154

の 4

5

6

4  まQ-25-8797

5 まG-27-4443

6 まI-24-11416

須恵器

高郭

4は体菩Бと脚部の

一部である。

5も 高不の一部で

ある。

6は高不の体部の

破片で口縁部と胴

部の境に沈線が一

条めぐらす。

黒灰色、

竪緻

灰色

灰色、

竪緻

挿図154

の 7

8

9

7.ま I-27-9893

8.ま J-25-13646

まJ-24-8259

須恵器

不身 7約 1/4
8約 1/5
9./1詞婢キ

7. 口径

133

器高

4.1

口径

10.4

器高

2.4

7底 部は平 であ

り、底部と体部の

境は僅かに丸味を

持ち、外上方に開

きながら外反気味

に立上る口端面は

丸味を持つ。

8は破片で一見し

て蓋の様にみられ

るが、lTN身 と推定

さ/Lる 。

91ま、 底部と体吉Б

との境は丸味を持

つが僅かに開きな

がら立ち上がる。

7.灰色

8.灰 白色

9.黒灰色
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挿図154

の10

11

10 ま2J-26-8168

11.ま 2H-23-8290

須恵器

郭蓋

小破片 天丼部の中央を欠

くが |こ宝珠状の ノ`

マミを持つものと

推定される。天丼

部よりなだらかに

下り、短い口縁部

が、内傾して下る。

10.灰色

11.灰 白色

挿図154

の12

13

14

12ま 2H-23-14522

14.ま 2H-12131

須恵器

不身

12./1ヽ破

片

13、 141ま

底 部 と

高台都

器高

3.7

底径

9.2

底径

11.9

12短い高台が底部

につき、高台脇よ

り僅 に伸 びたの

ち、開きながら立

上り、口端部は鋭

くおさめる。

13、 14は偏平な底

部に短かい高台が

イ寸く。

挿図154

ク)15

16

17

18

まI-26-12432

ま2F-31-14975

ま2G-27-6018

外 2点

ま2-640

須恵器

霊 15.口縁

菩卜1/5

16.口縁

部1/4

小破片

口径

9.6

口径

10.8

口径

12.6

16～ 19は破片であ

り、器形の全形を

知ることが出来な

いが、長頚瓶また

は広口壷の頚部及

び体部の破片であ

る。

18は 口頚部と体部

の接合部が知られ

る。

15。 灰色

16.灰色

17.淡灰黄色

18.黒灰色

17の表面

に自然釉

内面に自

然釉

挿図154

7)19

ま2-G-24-15520

25号住
_f:i)接合

その他

 :::)接
合

須恵器 体部の上部が欠損

しているので全形

は不明である。肩

部 |ここ子が4+く 。 耳

は何個つ くか不明

である。

内タト面に

自然釉の

付着

18の遺物

と同一と

考えられ

る

挿図154

ク,20

の21

20ま H2311561
21ま I-24-8405

須恵器 小破片 体部の破片であ

り、器都両面に叩

文の痕が見 られ

る。

表面の文様は

格子目文内面

は青海波文

挿図154

7,22

まI-26-8170 須恵器

鉢

底部破片 鉢の底部と推定さ

″化る。
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第 3節 中世以降の遺構及び遺物

中世

挿図番号 遺物番号と

出上位置

器 種 遺存度 法 量
(cm)

器形・技法等の

特長

色調・胎土

・焼成

備  考

挿図155

の 1

ま2-G-24-11635 山榊

碗

孫,1/6 器高5,7 高台脇より斜めに

開 きなが ら立上

る。端面に僅かに

凹が見られる。付

高台で底に小さな

高台が付 く。モミ

ガラ圧痕が見られ

る。器厚は薄手。

灰白色

胎土は緻密

焼成は良好

挿図155

の 2

ま2Q-24-14484 山榊 糸91/4 高台脇より、やや

直線的に斜めに立

上る。高台は三角

形断面を呈するモ

ミガラ圧痕が付

く。底裏面に痕跡

がある。

灰色

胎土はソフト

焼成は良好

挿図155

の 3

4

5

3.ま F卜23-11562

41ま まJ-23-843

5は まH2311564
6は まJ-23-11434

山柳 いずれ

も破片

である。

底部の

破片

約1/5

底径 7.0

3は体部の口縁部

と胴部の破片で胴

部 はやや丸味 を

持って開き、日縁

部は僅かに外反気

味である。

4、 5、 6は底部

と腰部の破片であ

る。高台は付高台

で、断面三角形を

なす。底部はいず

れ も糸切底 であ

る。 6は底部を調
整している。

3は灰白色

堅緻

4灰色

5灰色

6淡灰褐色
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挿図155

の 7

8

9

10

7.ま I-6166

8.ま I-6125

10。 まI-24-8403

*91/3

*91/3

糸t7/10

略
１０．縞
２．３径８．
・５

７．‐８．‐９。，
呻獅

器形は腰都より口

縁部に逆ハ字状に

立上る、腰部をヘ

こませ、日端部は

丸 味 を もって い

る。底部は糸切底

である。10は内面

底都の中央にスリ

消し痕がある。器

形は、前者と異な

り底部の径が大き

く体部の立上 りが

短か く器高が低

ヤ再。

7.灰白色
8.灰白色
9.灰色
10.灰白色

挿図155

7)11

ま2-15684-1 古瀬戸系

皿

(灰釉皿)

口径は■clnで、器

高2.2cm、 底部は糸

切底である。器形

は大きく開きなが

ら立上る。 日縁端
都 は丸 くお さめ

る。口縁内外面に

古瀬戸系施釉が見

られる。

胎土は淡褐色

を呈し、灰釉

を施す。

挿図155

7,12

13

14

まI-26-644

まH-2311807

山釉

鉢

12、 13、 14は全て

破片である。鉢類

に分類される。12、

13は 口縁部は玉縁

状をなしている。

14は 口縁端面は扁

平である。

12、 13、 灰色。

胎上に砂粒を

含む。

14.青灰色で

砂粒を含む。

挿図155

7)15

瓦質釜 器形は、底部より

丸味を持って立上

り、日縁部と肩部

の境にツバ状の陵

を持つ。

口縁著Eと体部

に黒色を帯び

ている。
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今回発掘調査を実施した的場遺跡は、飛騨川の上流の益田川の右岸に見られる羽根段丘の、

高位段丘に当たる通称「的場」に所在する。

発掘調査の動機は、岐阜県が行う県営中山間地域農村活性化総合整備事業の羽根地区回場整

備工事に伴う事前調査である。萩原町教育委員会が平成 3年 10月 15日 より開始し、平成 4年度、

平成 5年度に亘って実施した。

調査に当たっては、地権者との工期及び対象地域、その他の取り決めなどがあり、その上回

場整備対象地域にあっても安全上を始め諸般の制約があり、全面調査をすることは不可能で

あった。

調査地域の地質は、飛騨川の堆積による円礫 。砂礫による沖積世堆積層である。調査地点に

よってその堆積の状態は異なる。基本的には、表土層、腐植に富む土壌で全般的に黒味が強い

土層、腐植に富む土壌で全般的に砂質土層、上記の三層である。

その下部は砂礫層であり、多くの遺構の基盤である。

今回の調査によって検出された遺構は、縄文時代より歴史時代に亘るものである。先づ縄文

時代に属する住居lIは20軒である。中間調査地区 (中間地点)に よって検出された住居は、集

石炉柱穴状の掘込みが検出され、その配置による明瞭なプランは確認されないが居仁址と推定

される。時期は縄文時代早期の終末期と考えられる。

第 1地点に於いては、縄文時代に属する4軒の住居l■が確認された。第 1号住居址は縄文時

代中期中葉期の住居である。住居が破棄された後に、比較的早い時期に土器が捨てられたと考

えられる状態で遺物が出土した。土器を見ると東海地方特に三河・美濃を中心として分布して

いる醍醐、咲畑様式系の上器、北陸地方を中心として分布している上山田式上器の北陸系の上

器が伴出している。この両系統の伴出は、南飛騨地方の上器文化の交流と土器編年を知る上で

好資料を提起した。住居の面積は比較的大型であり、北陸地方に見られる大型住居との関連も

考えられる。

第 2住居l■は、本住居l■の特徴は埋甕を持つ住居址である。住居址のプランは第 1号住居址

とは異なり、隅円方形をなすものである。本住居址の時期は出土土器よりして、同じ縄文中期

中葉でも第 1号住居址よりやや新しい時期である。第 3号住居址のプランの全容を推定するこ

とは出来ない。覆土も浅く、当住居の時期は縄文中期前葉の時期と推定される。

第 4号住居l■は遺構の残存状態は良好ではなく、出土器物も量的には少量であるが、縄文中



期中葉の遺物であり、その時期の住居址 と推定される。

第 2地′ミ (第 2調査区域)よ りは縄文時代、歴史時代の住居址を始め、その他の遺構が、同

一基盤上に位置している。従って遺構の残存状態は全般的にあまり良 くない。この様な状態の

中で縄文時代に帰属する住居址は24軒検出された。

第 5号住居 l■は覆土中より多量の遺物が出土した。混入した古い時期の遺物を除くと縄文時

代前期後半の上器が主体である。これ等の上器は北白川下層式土器が主体で、それに諸磯系の

上器が含まれている。石驀類の中で石匙はつまみを持つもので北白川下層式上器群に伴 うもの

が多い。第 6号住居址は覆土遺物も少なく、この住居が長期に亘って使用されたかは不明であ

る。既に述べた様に住居 l■Lの西北部に散石が見られ、同一個体の上器がその散石の上部および

下部より出土している。住居が破棄された後に土器片が捨てられたと思われる。覆土中の上器

と合わせて前期後半の住居 l■ と推定された。

第 7号住居址は、住居址の半分が調査区域外のため、遺跡の全容を知ることが出来なかった

が、石組炉が確認された。出土遺物も少なく、また中期の上器が見られる点などを考慮すると

時期を積極的に決定する資料を得ない。第 9号住居址は縄文前期後半期の住居址である。第 8

号住居址 (歴史時代)に よって切 り合関係を持つ。

第10号住居址は、縄文前期後半の時期 と推定されるが、プランについて一部は第 8号住居 l■

(歴史時代)に切られたり、確認出来ない部分 もあり、全容 を知ることは出来なかった。

第12号住居址は小型の住居址であり、その時期は前期後半である。第13号住居 l■はあまり保

存状態は良 くないが、出土遺物よりして前期後半の時期 と推定される。第14号住居址は、責色

砂礫層を基盤 とし、中でも礫が多く見られる地点のため、プランの全容を把握することは出来

ず床面の硬化面の残存によって住居llLと 推定された。出土土器は種々見られるが本遺構に伴 う

土器 (北白川下層Hb)が 出土していて、本住 l■はこの時期 と推定される。第15号住居址は一

部のみ確認されなかった。時期は出土遺物よりして前期後半期 と考えられる。第16号住居址の

プランは不定形な楕円状をなし、覆土中の遺物よりして縄文前期後半の末の時期である。

第18号住居 l」Lは、不定形な楕円状プランをなし、覆土中の上器は僅かに混入した新 しい土器

があるが、大部分は縄文前期の後葉に属するものであり、この住居址の時期も同じ時期 と推定

される。第19号住居址は、床面の一部のみが残存している。時期覆土中の遺物より、縄文前期

後葉から中期初頭の時期 と考えられる。

第20号住居 l■は床面と壁面の一部のみの検出であり、床面に口縁部の一部の埋甕が見られ、

磨石 1個が出土した本住居の時期は前期後葉の時期である。第21号住居 l■は、プランは不定形

の楕円形をなし、炉跡は楕円形状の浅い凹をなし、住居址の時期は縄文前期後葉と推定される。
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第22号住居 l■は、不定形な楕円状をなすもので、床面上の楕円状に凹んだ炉跡と伴う縄文前期

後半期の住居 l■Lと 推定される。第23号住居址のプランは、不定形な楕円状をなし埋甕炉を持つ

もので、時期は炉に使用された土器 と覆土出上のものを総合的に推察すると縄文前期末葉の時

期 と推定出来る。第24、 26号住居近は床面の一部のみの検出であり、覆土・付近の遺物の出土

状態よりして縄文時代 と考えられるが、積極的に時期を推定することは出来ない。

第27号住居址は、床面と柱穴などが検出されたのと、埋甕よりして、縄文前期末棄である。

第28号住居址は、床面と推定される部分に、溝 とピットが検出された。全体のプランは把握

出来なかった。時期は縄文早期後葉である。

以上の様に縄文時代に錦属すると推定されるものは、中間地点の住居を含めて第 1～ 7、 9、

10、 12～ 16、 18～ 24、 26、 28号の24軒が確認された。この中で、24、 26、 27、 28号住は、プラ

ン及び竪穴の掘込が確認されなかった。従って20軒は竪穴住居 l■である。

歴史時代の住居 l■ として、第 8、 11、 17、 25号の 4軒が確認された。第 8号址は長方形のプ

ランを呈 し竃は北壁に設けられている。第11号住は隅丸方形のプランをなし、東壁部に竃の痕

跡が見られる。第17号住はプランは長方形状をなし、東壁部に竃を設けている。

第 9号住居址は、竃上のみである。

第25号住居址は竃 と住居址の一部が検出されたのである。竃は東壁に設けられている。

竪穴状遺構 として報告書の中で取 り扱ったものは、土坑 とも、住居 l■ として性格を異にする

ものを本遺構 とした。この分類に対して異論があると思われるのと、遺構の性格について分類

をすべ きである。

土坑について表に示 した様に多く検出されたが、表土層より確認された新 しい掘 り込みと識

別出来るものを別 とし、その新旧識別の困難なものも多く存在 している。

ピットに付いても同様である。集石遺構も夕く見られたが、表土層下に見られるもので遺構

として時期性格を明瞭に出来ないものも多くある。中近世墓 と考えられる石囲室を持つもので、

上部に集石状に積石 を持つものが見られる。これに付いては今後の研究課題 とする。その他に

石畳石列、立岩などが検出された。自然遺物 として栗の炭化物が出土している。

次に遺構以外の地′点における遺物を概察すると次の様である。第 1地′点に於いては、縄文早

期の押形文土器、撚糸文上器がみられる。

第 2地′ミでは、早期末から中期にかけての上器、石器が出上している。 2、 3については、

前記したのである。

第 3地ィくについては前述した様なものである。中間地′点に於いては、前記した以外に縄文中

期の上器が出上している。
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この他に須恵器及び、陶磁器が出上している。

今回の調査によって、多 くの資料が出上したが、その生容 を報告することは紙面を始め諸般

の事情で、今回は遺構を中心 として記述するにとどめた。
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